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１．部門長あいさつ
 
 
 

工藤 奨 
            
九州大学 
大学院工学研究院 機械工学部門 
教授 

 

 第 100 期バイオエンジニアリング部門長を務めます九州

大学の工藤です．バイオエンジニアリング部門は 1987 年

（第 65 期）に設立され，現在まで活発な活動が展開され

てきました．今年度はじめの部門模擬評価では S 評価で全

部門中 3 位内に入っており，活発に活動している部門とし

て認識されています．今まで部門運営に携われてこられた

先生方のご尽力のおかげかと思います．一層活発な部門に

なるように，今年度もしっかりと運営をおこなっていきた

いと思います． 

 この 2 年近くでどの組織でも急速にオンライン化がす

すみ，会議の形式が大きくかわってきたことかと思います．

オンラインシステムを使うと，移動時間もなく，空いた時

間の調整が非常におこないやすことがメリットかと思い

ます．このメリットを生かして，今年度部門長に就任して

から，各委員長の先生方にご協力いただき，部門運営につ

いて月 1，2 回の頻度でオンラインシステムを使って部門

運営の検討を重ねています． 

 部門には，最高決議機関の部門運営委員会があり，所属

委員会として 8 つの委員会があります．部門運営が滞りな

く進むように長年かけて各委員会がつくられてきました．

本ニュースレターでも各委員長から委員会報告がおこな

われており，年間の決まった仕事量だけでもかなりあるこ

とがお分かりいただけるかと思います．部門運営委員会は，

部門の将来を決める最高決議機関です．本来は各委員会で

検討されてきた将来構想などを議論・決議するところです．

しかしながら，各委員会では現状ルーチンワークをこなす

ことに精一杯となっており，運営委員会は定例の報告会と

なっております．部門本来の目的は，研究と交流を活性化

することでありますので，その目的が実行できるような委

員会に再編し，部門をさらに活性化したいと思っておりま

す．第 100 期第 1 回部門運営委員会（2022 年 6 月 17 日開

催）で，各委員会を再編することが認められました．第 100

期運営委員会の先生方にはご苦労をおかけするかと思い

ますが，部門の将来的な発展のために再編へ向けてのご協

力をお願いします．また，部門運営委員会以外の方からの

意見もどんどん吸い上げていきたいと思いますので，お近

くの運営委員の先生方にご意見をお伝えください．年末年

始を目途に新しい規定に変更し，新委員会で次年度以降の

部門運営を行っていきたいと思っております． 

 部門長としての最初の部門 ML が林紘三郎先生の訃報

の連絡でした．私自身，直接指導された経験はありません

でしたが，講演会で林先生がいらっしゃった際はピリッと

した雰囲気になったことを今でも思い出します．林先生は

部門設立時から部門を牽引され，部門の現在の地位を確立

された先生のお一人であります．ご関係のあった先生方に

追悼文を依頼し，本ニュースレターに掲載されております

ので，ご一読ください．我々，現役世代がバイオエンジニ

アリング部門を盛り上げていくことが林先生への何より

のご供養になると思います． 

 バイオエンジニアリング部門は，他の伝統的な部門に比

べ歴史は浅いですが，意見が通りやすく機動力があると思

っています．是非，皆様もご自身の研究を進めるために部

門にどういうことをしてほしいかをご連絡ください．皆様

からのご意見をお待ちしております．1 年間精一杯努めた

いと思いますので，今後ともご協力どうぞよろしくお願い

いたします．
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２．林紘三郎先生を偲んで

林紘三郎先生の功績を偲んで 

 

 立命館大学 山本 憲隆 

 

林紘三郎先生が本年 4 月に逝去されました．広報委員長

の中村匡徳先生から，林先生の追悼記事をニュースレター

に特別記事として掲載したいとの連絡があり，その取りま

とめを依頼されました．さて，どうしたものか，どのよう

にまとめれば，誰に書いてもらえば，と考えているうちに，

あっという間に時間が過ぎてしまいました．「だから，お前

はダメなんや，もっと早くやらんかい」と，むかし，林先生

からお叱りを受けたことを思い出しました．また，「研究

以外のことは 100％の完成度が無くても，60％の完成度で

問題ないから，もっと早くやるように」とよく言われたも

のです．林先生は研究もそれ以外の仕事もつねに迅速かつ

正確に進められていました．とても私にはまねできないの

で，やはり，100％の完成度を目指してじっくりと頑張り

たいと思います． 

林先生は京都大学大学院博士課程の院生の頃に，米国ワ

シントン大学のA.S. Kobayashi先生のバイオメカニクスに

関する講演を聴いて，このような興味深い分野があること

を初めて知ったと著書（バイオメカニクス，コロナ社，2000

年）のあとがきで述べられています．1970 年に京都大学

工学部機械工学科の助手になられてから，血管バイオメカ

ニクスの研究を始められました．この当時，林先生のもと

で大学院生として共に研究されていた佐藤正明先生にそ

の頃の様子を追悼文で書いていただきました．1976 年～

1978 年には米国クリーブランドクリニックに留学されて，

人工心臓の研究をされています．帰国後の 1979 年から国

立循環器病センター研究所に移られ，心臓動態研究室室長

として初めて自分の研究室をもたれ，1982 年には生体工

学部部長になられています．この間，人工心臓の研究を行

うとともに，血管バイオメカニクスの研究も進められ，高

見沢計一先生との共同研究で，血管残留応力と構成法則に

関する研究成果をあげられました． 

1987 年に北海道大学応用電気研究所生体制御部門の教

授に就任され，1988 年から北大林研での研究が本格的に

始まりました．このときの林研のスタッフは，国循から林先生

と一緒に移られた講師の中村孝夫先生，北大の博士課程修

了後助手に採用された松本健郎先生，京大の博士課程単位

取得退学後助手に採用された私，技官の石坂高英さんです．

中村先生が人工心臓，松本先生が血管バイオメカニクス，私

が整形外科バイオメカニクスの研究を担当しました．部門

には生体工学専攻の大学院生も配属され，その中の一人が

内貴猛先生です．北大医学部整形外科教授の金田清志先生

と講師の安田和則先生との共同研究も開始され，当時研究

生だった大野和則先生，計良基治先生，遠山晴一先生，真

島任史先生，石田博英先生，土田隆政先生が林研で研究さ

れました．また，北大脳神経外科研究生の布村充先生も加

わり，多彩な顔ぶれでの共同研究が活発に行われました． 

ちょうどこの頃，林先生を始めとして多くの方々のご尽

力によりバイオエンジニアリング部門が 1987 年に設立さ

れました．1988 年には林先生が実行委員長となり，初め

ての部門講演会である第 1 回バイオメカニクスカンファレンス

が北大で開催されました．部門設立の経緯は部門のホーム

ページをご覧ください．また，1992 年～1994 年に林先生

を領域代表者とする科研費の重点領域研究「生体機能と構

造の維持・回復・強化のバイオメカニクス」が採択され，

バイオエンジニアリングの発展に大きく貢献されました．こ

の重点領域研究には，計画研究と公募研究をあわせて 77

名の参加があり，研究者の方々の顔ぶれを見ると，林先生

の人脈の広さがわかります．また，海外の研究者との交流

も活発で，Y.C. Fung 先生，R.M. Nerem 先生，V.C. Mow 先

生などを北大に招待されて，親交を深めておられました．

写真 1 は林先生のご自宅に Fung 先生を招かれたときのも

のです．松本先生と私もご一緒させていただきました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 林先生の札幌のご自宅にて，1991 年． 

 

このように林先生は国内外の多くの先生方と深い親交

を結ばれていましたが，その中でも瀬口靖幸先生の存在は

特別なものだったと思います．瀬口先生への追悼文（ニ

ュースレターNo. 9, 1990 年）で，「先生の教え子たちが陰

で噂して呼んでいるそうですが「ボケとツッコミ」のコン

ビで，国内のみならず海外でもいろいろな活動にご一緒さ

せて頂いてきました」と親しみを込めて述べられており，

瀬口先生のみならず田中正夫先生，和田成生先生，安達泰治

先生など，瀬口研の方々に対する思いは格別だったようで

す．写真 2 は 1989 年にサンフランシスコで開催の瀬口先

生と Woo 先生のオーガナイズによる ASME-JSME Joint 

Symposium on Tissue Engineering に参加後，サンディエゴ

のラホヤにある Fung 先生のご自宅を訪問したときのもので

す．左から，瀬口先生，石川先生，Woo 先生，私，Fung 先生，

林先生，田中先生です． 

1993 年に瀬口研究室の後を引き継ぐ形で，林先生は北

大から大阪大学基礎工学部機械工学科の教授に就任され

ました．このとき私も一緒に阪大に移ったのですが，北大の

終わりの頃には，中村先生はオーストラリアのSt. Vincent's 

Hospital の研究所へ，松本先生は東北大に移られていて， 
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写真 2 Fung 先生のラホヤのご自宅前にて，1989 年． 

 

教員のスタッフは私だけになっていました．阪大林研の初

年度のスタッフは私と技官の井上正次さんだけでした．北

大の最終年と阪大の初年度は，引越と研究室の立ち上げで

忙しく，私ひとりでは手に負えない状態でした．阪大林研

の初年度に修士の大学院生として山本衛先生が入学され，

その後山本創太先生，前田英次郎先生と多くの学生が入っ

てこられました．林研 OB を代表して山本衛先生に林先生

に対する思いや同窓会（銀雪会）について追悼文を書いて

いただきました．阪大に移って 2 年目に宮崎浩先生が北大

の博士課程修了後に阪大の助手に就任され，細胞バイオメ

カニクスの研究が始まりました．私は阪大に移って 3 年後

の 1996 年に立命館大学に転出しましたが，この間，宮崎

先生と山本衛先生には本当にいろいろな面で助けていた

だきました．私に代わって北里大学助手から阪大の助教授

に藤江裕道先生が就任されました．林先生の次の大事業は

1998年の第 3回世界バイオメカニクス会議の開催でした．

藤江先生は経理部会の部会長を務められ，会議の成功に尽

力されました．その後，林先生の興味はスイスへと向かい，

J-J. Meister 先生との共同研究，2001 年のスイス－日本バ

イオメカニクスワークショップの開催へと続きます． 

林先生はバイオメカニクスの研究を開始された頃より，

生体のリモデリングに大きな関心を持たれ，血管，腱・靭

帯，コラーゲン線維束，細胞へとリモデリングの研究を進

められてきました．2003 年にはそれらの研究成果をまと

めて「生体細胞・組織のリモデリングのバイオメカニクス」を

宮崎先生と安達先生との共同執筆により出版されました． 

 2005 年 3 月に突然宮崎先生から，林先生が定年を待た

ずに阪大を辞めて，岡山理科大学に移ると連絡がありまし

た．「何かしないのかな？ どうしたものかな～」と思っ

たものの，慎重な（対応が遅い）私は，すぐには行動を起

こすことができませんでした．4 月に入ってから，メール

を出しました．その時のメールがパソコンに残っていまし

た「大変ご無沙汰しております．この度は，先生が岡山理

科大学へ異動されたと知り，驚いている次第です．今度，

銀雪会で大阪大学のご退官を記念してパーティーを開催

したいと考えております．一度，お伺いして，ご都合や新

しい大学のことなどをお聞かせいただければ，幸いです．」

と，すると返信がありました「何の相談や連絡もなしに突

然やめてすみません．退官のパーティーの開催を考えてい

ただいてありがとう．あまり小生の気風に合わないので，

単なる銀雪会開催と考えて開いてくだされば幸いです．こ

ちらに来ていただいてもまだ見ていただくものは何もな

いし，今週末からはつくばで開催の国際会議に出席したり，

近く連休が始まることでもあるので，大阪あたりで会うの

が良いのではないかと思うが如何？」そこで，こちらで店

を予約して，食事をご一緒させていただきました．林先生

は夜の飲み会にも積極的で，とくに北大の頃にはすすきの

に行きつけの店が数軒あり，よく飲みに連れて行ってもら

いました．すべて先生の奢りです．私が林先生に奢ったの

はこの 1 回だけでした． 

 岡山理科大学では工学部に新しく生体医工学科を創設

され，そのとき内貴猛先生も北大助教授から岡山理科大学

の教授に就任されました．2010 年には岡山理科大で第 22

回バイオエンジニアリング講演会を開催され，その中で

「生体医工学科サミット－現状と将来－」と題するワーク

ショップを企画されて教育について熱く語られる先生を

見て驚きました．以前は研究中心で教育にはあまり関心が

ないようだったので． 

 2014年に岡山理科大を定年退職後，神戸大学の山根隆志先生

の研究室に招聘教授として，神戸の自宅から通われていま

した．2018 年からは京大の安達先生の研究室に共同研究

者・研究アドバイザーとして通われています．この頃のご

様子も含めて，長い間，林先生を見てこられた安達先生に

追悼文を書いていただきました． 

 私は，かってに，林先生の 8 年周期説なるものを提唱し

ておりました．京大，国循，北大，阪大，岡山理科大と 8

～10年周期で移動されています．北大は 6年と少し短く，

阪大は 12 年と少し長いのですが．次々と新しい所に移動

され，新しい人を巻き込みながら，新しいものを創り，そ

れが完成するとまた次の所へと．一か所に長くとどまるこ

とは性に合わないのは先生ご自身も認識されており，「阪

大は，ちょっと長すぎたな」と言っておられました．この

ため定年を待たずに辞められたのかもしれません．また，

林研のスタッフの在籍期間も長くて 8～10 年で，最長でも

11 年です．林先生の近くで圧倒的なパワーに長期間曝さ

れていると疲労が進んで許容限界値を超えてしまうよう

です．この対処方法は適度な距離を取ることなのですが，

これがなかなか難しく，中には距離を取り過ぎた方がおら

れるのも事実で，残念です． 

 林先生は最終講義を行われていません．その理由を直接

聞く機会は無かったのですが，多分「わしはマダ終っとら

ん．これからも新しいことをどんどんやるんや」と言われ

るのではないでしょうか． 

 

 「・・・・・先生，原稿は，これで，いかがでしょうか？ 

100％の完成度は無理かもしれませんが，60％はクリアー

できたと思うのですが？締切にもギリギリ間に合いそう

です．」 

論文などの原稿ができると添削してもらうために，林先生

の研究室のドアを緊張しながらノックしたものです．原稿

はいつも真っ赤になって返ってきました．先生の字が懐か

しく思い出されます．もう，添削していただけないのが，

残念でなりません． 

  

 心より，ご冥福をお祈り申し上げます． 
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林紘三郎先生を偲んで 

 

 東北大学 佐藤 正明 

 

私が最初に林先生にお会いしたのは，今を遡ること約

50 年前の 1970 あるいは 71 年であったと思う．当時私は

岡山大学工学部機械工学科の 4 年生で，所属する研究室の

教授であった本田和男先生の勧めもあって京都大学の大

学院を受験し，幸いにも合格した．そこで，大学院では何

をやろうか色々と期待を膨らませながら，考えていた．卒

業研究では金属疲労の問題を扱っており，真鍮に繰り返し

曲げを負荷してき裂先端のひずみを X 線を使って計測し

ていた．材料強度問題は研究者も多く，最先端の研究内容

であり，京都大学の平修二教授の研究室はそのメッカでも

あり，また本田教授も在籍していたという経緯もあった．

そこで，私の気持ちはほぼ８割以上「材料強度問題の疲労」

に意識が至っていた．本田教授からは京都で何をやるのか

との質問もあり，また相談にも乗ってもらっていた．その

うち，本田教授から，最近バイオメカニクスという研究領

域が米国を中心に関心を集めており，平研究室で博士課程

を修了した林紘三郎助手がその研究を始めたようだ，との

話を聞いた．本田教授は暗に「バイオメカニクス」の研究

をやってみたらどうかとの示唆を与えてくれていたので

あった．バイオメカニクスがどのような研究をやるのか，

当時は全く情報が無く，図書館に行っても関連する図書も

文献も見つからなかった．そこで，本田教授の紹介もあり，

大学院に進学する前に京都に行って，林先生にお会いする

ことになった． 

林先生にお会いして，バイオメカニクスとは何で，どの

ような研究をやっていて，私が参加する場合は何をやるこ

とができるか等，について色々と教えてもらった．林先生

は 1970 年に博士課程を修了して，助手になったばかりで

あり，それを機会に学生時代の研究を大幅に転換して新し

い研究テーマに取り組み始めたところであった．平研究室

では既に 4 年生の学生が一人配属され，卒業研究として血

管壁のバイオメカニクスに関する調査研究を始めていた．

バイオメカニクス研究はアメリカの NASA が人を月に送

る「アポロ計画」と密接に関係しており，今後発展しそう

だとの感触を得て，私も挑戦してみたいと思う気持ちが強

くなった． 

1971 年 4 月から京都大学大学院において林先生の下で

バイオメカニクス研究を始めた．京都での下宿先も林先生

の紹介で，銀閣寺に近い北白川下池田町に定まった．毎日

徒歩で約 20 分程度で，朝 9 時ごろに研究室に顔を出し，

帰宅は大体午前1時〜2時ごろという生活が始まった．林先生は

学生達と同じ居室で，しかも入口に近い場所に陣取ってい

た．我々は自分の席に着くのに関所を通るような感覚で，

林先生がおられると研究室内の空気が常にピーンと張り

詰めており，いつも緊張している雰囲気があった．バイオ

メカニクスがどのようなものか不明な点が多くあり，情報

源も今と違って図書館に行って文献を取ってくるくらい

しかなかった．しかも，血管に関する事項なので，当初は

医学部の図書館に行っては英文の文献を探し，読む毎日で

あった．週１回の割合で，医学部脳神経外科教室の半田肇

教授と森竹浩三医師（後に島根医科大学脳神経外科教授）

を含めた我々４人での研究会が開催され，研究に関連した

文献紹介と意見交換を行った．脳神経外科では脳動脈瘤の

形成と破裂の問題に焦点が当てられ，工学部側からは血管

壁の力学的性質の関係した文献が主として紹介された．ま

た，実験はイヌの血管を使って森竹先生と一緒に行ってい

た．私は動物実験の介助役で，麻酔時にイヌの脚を引っ張

っていたり，手術視野の確保の手伝い等をして一応の手技

を見習うことができた． 

このようにして研究は順調にスタートしたが，修士 2 年

になった頃だと思うが，林先生との間で意志の疎通を欠く

出来事が起こった．正直，詳細はわからないが，岡山大学

で日本材料学会の学術講演会が開催された時，林先生も私

も参加し，旧知の方々との懇親の会に出席した．京都に帰

ってから，平教授からその時の様子を聞かれて皆さんとの

楽しい会があったことを話したように思う．それ以後，林

先生は私に一言も口を聞かないようになった．後で思うに，

平教授から林先生に何か言われて，私が告げ口をしたよう

に思われたのではないかと思う．私としては，都合の悪い

ようなことは話していないが，その時には，何か魑魅魍魎

の世界に入ったようで大変に居心地の悪い状態であった．

後で聞くに，林先生はバイオメカニクス研究を開始するに

あたって，平教授の名前は公表論文等には入れないと宣言

していたようで，業績が出るにつれ，２人の間に何らかの

確執があって，どうもそのとばっちりが私にきたのではな

いかと思われる．しかし，林先生とは医学部での研究会の

ある日，突然話ができるようになった．このキッカケも不

明．教授からは，その後林先生とは会わないように言われ

た．研究については林先生と打ち合わせを行う必要もあり，

密かに学外の喫茶店で研究経過の報告や今後の方針等を

話し合った． 

いよいよ博士課程への進学を控え，どのようにするか大

変迷った．血管のバイオメカニクス研究を継続したい気持

ちは大変強いが，条件としては，林先生の指導を受けるこ

とはできないし，医学部との研究会にも参加できない．し

かし，私は，その時点で兎に角３年間頑張って単位取得退

学でいいからやってみようと思い，このことを林先生にも

伝えた． 

幸いにもイヌの血管は医学部第二外科教室の先生から

提供を受けることができた．同教室では人工心臓の研究を

行っており，実験の都度，私が血管を取りに伺うことがで

きた．こうして，曲がりなりにも血管のバイオメカニクス

研究を継続し，博士課程２年次の 1974 年 10 月には，札幌

で開催された第 15 回日本脈管学会に参加し，講演の機会

を得た．これまで日本機械学会，日本材料学会等で講演を

行ってきたが，研究内容が異質なためかほとんど反応がな

く，新たな機会を探していた．林先生が日本脈管学会では

血管の弾性特性を始め，動脈硬化関係の話題もあることを

見つけられて，早速赴くことになった次第である．この時，

林先生は自分の車を運転し，舞鶴港から小樽港までのフェ

リーを使って北海道に乗り込んだ．当時，大学院生の私は

このような出張形態が許されるのかどうかの知識もなく，

林先生が私の旅費のことなどを考慮して選んでくれた手

段であったのではないかと思う．舞鶴から小樽までは途中

新潟に寄り，船内で２泊するというのんびりとした船旅に

よる出張であった．多分，平教授には内緒であったのでは

ないかと思う．その際に，林先生と北海道大学構内クラー

ク像の場所で撮影した写真を図１に示す． 
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図１ 北大構内クラーク像にて林先生と共に，1974 年. 

 

林先生は材料の視点から，生体材料にも関心を示し，今

後生体材料に関する研究も発展させる必要性があるとの

認識をもたれ，日本材料学会の下に生体材料研究会を発足

させ，幹事を務められていた．会長としては平教授にお願

いして，当時東レ，京セラ，高研等の企業，東大，東工大，

東医歯大，慶大，信州大，大阪歯大，理研等々から研究者

が参加して研究会が開催されていた．そのような折，突然

林先生が幹事を下されてしまった．詳細は知る由もないが，

２人の間の確執がのっぴきならないところまで進んでし

まったのであろう．結果的に，幹事役を大学院の学生であ

った私が引き受けることになった．幸いにも，この研究会

を通じて高名な先生を始めとして多くの方と知り合う貴

重な機会となった．なお，この研究会はその後紆余曲折を経

て発展し，現在の日本バイオマテリアル学会となっている． 

私は，その後 1976 年に予定通り単位取得退学して，日

機装（株）に勤務後，筑波大学基礎医学系の教員として採

用された．林先生は同じ年に米国クリーブランドクリニッ

クに留学され，人工心臓に関する研究を開始された．1978

年に平教授が不幸にして他界され，また同年に林先生が米

国から帰国された．私は，その時点で未だ博士号を取得で

きていなかった．林先生は，このことを気にかけて下さっ

ていたのだと思う．帰国後の多忙な時期に尽力し，私の博

士論文の審査を京都大学機械工学科の大矢根教授に依頼

し，引き受けていただけるまでの手はずを整えて下さった．

私にとっては大変有り難く，いくら感謝してもし尽くせな

いくらいである．林先生は 1979 年には，発足して間もな

い国立循環器病センター研究所に異動された． 

その後，林先生との直接のつながりは無くなったが，バ

イオメカニクス研究という共通の課題の下，国際会議や国

内学会，研究会でお会いする機会は多く，それぞれに思い

出深い体験も多くあった．今となっては，そのような場面

の一つ一つが走馬灯のように鮮やかに私の記憶として駆

け巡って来る． 

以上のように林先生との付き合いは長く，一時マイナス

の局面もあったが，口は悪い（？）ながらも陰ながら支え

ていただいたように思う．最近では，バイオメカニクス関

係の英語の本を出版されるべく執筆に専念されていたと

聞いている．林先生は最後まで全力を尽くして，研究に，

人生に生きてこられたのだと思う．今は，安らかにお眠り

下さい．また，これからのバイオメカニクス研究発展のた

めに泉下から若い人たちを叱咤激励して下さい． 

本質を見極める：林 紘三郎先生からの教え 

 

   近畿大学 山本 衛 

 

林 紘三郎先生は，私にとって恩師と呼べる唯一の先生

です．研究者としての師というだけでなく，人生の師とい

える存在でした．私が大阪大学大学院修士課程の時から，

途中で破門になっていた期間が数回あり，正確な年数を計

算することは難しいですが，非常に長きにわたってご指導

を賜りました．林先生は，後進の先生方を数多く育成され

ていますが，その中で最も出来が悪いのが私であり，林先

生からも不肖の弟子と言われた覚えがございます．出来が

悪いので，その分だけ余計に目をかけてくださり，可愛が

ってもらったことは間違いございません．しかし，林先生

の要求に対して十分に応えきれなかったことも多々あり，

ご期待に添えなかったと自覚しておりますが，林先生から

受けた学恩は私の中に深く刻み込まれており，感謝の念に

堪えません． 

本当に様々なご助言を林先生から頂戴しました．その中

でも，私の印象に残っているものを 1 つだけ挙げるなら

ば，物事の本質を見極めることの大切さを教えてください

ました．私のレベルでは，林先生が考えておられた物事の

本質を理解することは不可能でしたが，「本質的に重要な

仕事をしなさい」と常々仰っていました．今後の研究テー

マや実験の進め方などについて，林先生にご相談する機会

は何度もあったかと思います．現状でできる範囲を考慮し，

先行研究の動向などを調査して，研究の新規性や独創性を

私なりにアピールしてはみますが，「本質的な研究ではな

い」とビシッと告げられて，林先生の教授室から為す術な

く退室していくのが通常のパターンでした．私からの提案

は，ほぼ一蹴されるのですが，当時の私の行動を生み出す

源としては，このまま提案を却下されたままでは，状況は

打開できないと考え，何回もチャレンジだけはしていた記

憶がございます．おそらく，今までに林先生から完全に認

められたことはないのですが，それでも非常に低い確率で

すが，「本質的ではないが，やりたければやれば，止めは

しない」と言われることもありました．これは私が勝手に

受け取っていただけかもしれませんが，叱咤激励の気持ち

が含まれたお言葉をもらい，根底には愛のある態度で接し

て頂いたおかげで，私のようなものでも，何とか研究活動

を続けていくことができたと思っています． 

林先生は，非常に几帳面で，何事も完璧にやり遂げる精

緻な機械のような行動を絶えずされていました．教授室の

机に書類が溜まっているような状態を見たことは一度も

ありません．私の机は常に乱雑でしたので，「机が整理で

きないので，頭の中もガチャガチャや」とよくお叱りを受

けました．また，学生が作成した論文原稿などの添削では，

どんなにお忙しくても，本当に細かなところまで確認され

ていました．私は比較的もの持ちが良く，林先生に添削し

て頂いた原稿を今でもかなり持っています（図 1）．浅学

菲才の私の場合，自分が作成した文章はほぼ採用されず，

時には全部ダメと添削された原稿が戻ってくることも多

くありました．何故ダメなのかの理由について，林先生か

ら詳しい説明があることは勿論ありません．当時の私の心

境としては，林先生がダメと言っているのであれば，とに

かくダメなのだから次にまた書こうという感じでした．今
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になってみると，研究者にとって必要なことだけでなく，

どんな境遇でも耐えて継続して努力していくという，人と

して生きていく上で大切なことを，林先生のご指導から身

につけることができたと強く感じております． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大阪大学時代の林研究室では，毎週月曜の夕方に研究報

告会が開催されていました．研究室の学生は，1 ヶ月に 1

回の頻度で研究の進捗状況を報告しなければなりません．

「もっと頭を使え」，「何も考えとらん」，「お粗末」，「ナン

センス」，「研究費を返せ」など，憶えているのは強烈なお

言葉ばかりですが，このような林先生のご指導のおかげで，

学生達は確実に成長していました．研究室の報告会よりも

プレッシャーを感じる会社のミーティングに参加したこ

とはない，と断言する林研卒業生は数多くいると思います．

辛辣なコメントを受けた時は，まさに生きた心地がしない

気持ちになるのですが，苦難を乗り越える胆力を身に着け

ることのできる環境となっていたのは疑う余地もござい

ません．このように研究指導の面では非常に厳しいものが

ありましたが，学生からの相談などに対しては，林先生は

親身になって非常に温かく対応してくれました．知り合い

の病気についての話を学生がすると，お付き合いのある医

師の先生を紹介されていたこともありました．学生の卒業

後の進路についても，よく面倒をみられており，林先生の

おかげで就職できた林研卒業生は，かなりの数になると思

います． 

林研究室の卒業生は，北海道大学時代が 13 名，大阪大

学時代は約 100 名となっています．さらに，両大学で教員

スタッフとして研究室に在籍されていた先生や，北海道大

学医学部との共同研究に参加されていた医師の先生方が

多数おられます．これらの林研究室に所属されていた方々

にご参集頂き，数年に 1 回ぐらいのペースで，大阪，東京，

札幌において同窓会を開催していました．同窓会は「銀雪

会」（図 2）と名付けられています．銀杏が大阪大学のシン

ボルで校章にもなっており，北海道と言えば雪ということ

で，北海道大学と大阪大学の双方の林研同窓会を意味する

名称となっています．銀雪会では，林先生は常に上機嫌で

教え子の成長した姿をみて大変喜んでおられました．林先生

に怒られた思い出は，多くの卒業生が話す定番のスピーチ

内容です．それらに対して林先生は，「ひどく厳しいこと

を言っていたのかどうかは分からんが，どうも言っていた

みたいなので，申し訳ない」と，全く反省されていない感

じで返答され，場を盛り上げてくださいました．また，林

研卒業生の方々がよく話されるのは，非常に辛い研究室時

代があったからこそ，今の自分があるということです．多

くの方が，我が国を代表する企業などで研究開発に従事し

活躍しています．個々の卒業生で多少の違いはあるのかも

しれませんが，林先生の教えは人格を形成するような深部

にまで浸透しており，今後もずっと私達のなかに存在し続

けていくものと確信しています． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林先生には，いろいろなお食事やお酒の席に誘って頂き，

ご一緒した思い出が数多くございます．「お前のような地

位では入店できない」と仰りながらも，かなりハイクラス

なお店に連れていってもらいました．また海外でも閉店ま

でお酒を飲んでいて，真夜中過ぎに誰もいない街中をホテ

ルまで歩いて帰ったこともありました．その街では，歩い

ている途中もパトカーのサイレンが鳴り響いており，治安

の良いところではなかったと思います．海外で夜に人けの

ないところに行ってはいけないという常識的な考えを私

はもっていました．しかし，林先生は「パトカーのサイレ

ンが聞こえているということは大丈夫や．本当にヤバいと

ころはサイレンも聞こえん」と，治安の悪い街をどことな

く楽しそうに歩いていたことを覚えております．普段は，

相手に付け入る隙を全く見せない感じの林先生ですが，温

かみの感じられる行動をとられることも稀にあり，その人

間的な魅力に私が惹かれていたのは確かです．さらに，日

本国内の地方都市で学会が開催された際に，飲食をご一緒

させて頂くこともありました．繁華街にある雑居ビルの中

のお店で，ぼったくられるのではないかと私が心配するよ

うなところでも，「良い店か，悪い店かは絶対に分かる」

と林先生は断言され，怪しげな雰囲気のところにも平気で

入店し，お酒を楽しく飲んでおられました．このように，

お店選びに関しても私には到底理解できない本質的な基

準を林先生は持っておられたのだと思います． 

 そろそろ次の銀雪会を企画し，久しぶりに林先生を囲

んでお話しできればと考えておりましたが，それももう

叶うことはありません．本当に寂しく残念です．これか

らも，林先生から受けた多くのアドバイスを人生の指針

として，林先生の教え子として恥ずかしくないように努

めて参ります．天国から今までと同様に温かく見守って

頂ければと存じます．林先生，長い間誠に有り難うござ

いました． 

図 1 林先生に添削して頂いた査読コメントに対する回答書 

図 2 林研究室の同窓会（銀雪会）2016 年 
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林紘三郎先生との出会いからお別れまで 

 

 京都大学 安達 泰治 

 

はじめて林紘三郎先生をお見かけしたのは，修士１年生

の夏，1990 年７月上旬だったと思います．少し雨曇りの

日，私は，瀬口先生の告別式の行われたお寺の入り口で受

付をしておりました．弔問に来られた方々が順に奥の会場

に上がり，瀬口先生の奥様と一言二言交わしながらご挨拶

をされているところを遠くから眺めておりました．すると，

ある一人の男性が，奥様と挨拶されたかと思うと，両手で

抱き包み励まされている様子を目にしました．お寺の中で，

欧米風の挨拶をされている方がいるものだと，なんとも日

本人離れした方だという驚きでした．これが，後に 30 年

近くお世話になる林先生をはじめてお見かけした時の印

象でした．ふと，林先生の独特の会釈を思い出される方も

多いのではないでしょうか． 

はじめての言葉を交わす機会は，その半年後，1991 年 1

月，阪大基礎工で開催されたバイオエンジニアリング部門

主催の第２回バイオメカニクスカンファレンスでした．私

にとっては，バイオ部門講演会での初の講演であり，修士

論文研究として進めていた「骨の残留応力計測」に関する

研究を発表しました．その質疑応答時，林先生，立石先生，

Fung 先生からご質問をいただきました．その最初の質問

者が林先生でした．ご質問の詳細は忘れてしまったのです

が，ご自身の X 線を用いた多結晶金属の格子ひずみと変

形計測のご研究を紹介しながら，金属と生体組織の残留応

力の意義を対比して述べられたように覚えています．（そ

の学位論文は，巡り巡って，現在，私のところに１冊．）

しかしながら，ご質問よりもその学位論文の話の部分が長

く，どの部分がご質問なのかを理解することが，緊張して

いた私には難しく，ベテランの先生は，そういうものなの

だろうと後で納得したことを覚えております． 

その後，私は，修士課程を経て，1992 年 4 月から神戸

大で助手となり，阪大の田中正夫先生のご指導の下，学位

論文研究を進めました．その 2年目の 1994年には，林先生

が領域代表を務められていたバイオメカニクスの科研費

重点領域研究の公募研究（210 万円）に採択いただき喜ん

だことを覚えています． 

1996 年の初夏，学位論文主査のお願いのご挨拶に阪大

基礎工の林先生を訪れました．林教授室は，瀬口先生が亡

くなられた 1990 年 6 月 30 日直後，私が電話番として詰め

ておりました部屋で，瀬口教授室の当時，ドアの上には，

ノック用のキツツキが留まっていました．そのキツツキが，

同じドアに留まっていることを見て，懐かしく思いながら

緊張してドアを開けると，瀬口先生の使われていた書棚が

あり，ほのかに煙草の良い香りがしたことを覚えています．

教授室の中央には，サイドテーブルのような小さなテーブ

ルがあり，私は部屋の奥の窓に向かって，林先生は書庫に

向かって，互いに 90 度で座りました．とても怖い先生と

聞いていただけに，かなり緊張していたのですが，正面に

座ることなく，林先生のご配慮を感じました． 

学位論文の内容を説明し，「夏休み明けに論文草稿をお

渡ししたい」と伝えると，「その頃はスイスでのんびりし

ているから難しい」とおっしゃられました．どのようにお

応えすればよいのか困ったのですが，実際に草稿をお渡し

するとスイスに持って行って下さり，ご家族との旅の列車

の中でコメントを書き込んで下さったとのこと．「スイス

のきれいな景色を眺めるところが，学位論文を読まされた」

と，最近まで，事あるごとにおっしゃられていました． 

1997 年 2 月に無事に学位を取得し，留学先を探してい

た時，林先生からいただいたアドバイスは，「研究するな

ら寒いところじゃないといかん」．1997 年 10 月から，ミ

シガン大学（アナーバー）に研究滞在しました．１年ほど

経って林先生から連絡があり，以前ご自身が滞在されてい

たクリーブランドに近いから（車で約３時間），ミシガン

大学を訪問しますとのこと．米国中西部では１年で最も美

しい紅葉の季節（1998 年 10 月 9 日）にアナーバーまで

遥々お越し下さいました．私の自宅で 1 歳の長男を抱きか

かえて下さっている写真（図１）が，想い出の１枚です．

当然，私が滞在していたミシガン大学整形外科基礎研究室

の Steve Goldstein 先生に会われるのだろうと思っていま

したが，結局，ゴルフに行こうとなり，朝露のキラキラ輝

く爽やかな秋，芝の露で靴を水浸しにしながら，大学の教

員用コースにてプレイすることとなりました．今考えると

林先生（52 歳），お元気でした． 

 

 

図 1 米国 Ann Arbor の自宅にて（1998 年 10 月 9 日） 

 

 その後，2005 年には，林先生は，阪大から岡山理科大へ

移られました．岡山で開催された研究会に出席した際は，

お寿司をご馳走になりながら，いろいろなお話を伺いまし

た．林先生が京大機械の材料力学研究室（平研）から生体

組織のバイオメカニクス研究を始められ，クリーブランド

クリニック，国立循環器病センター，北大，阪大と研究拠

点を変えられていったお話を伺いました．これらのお話の

中で強く感じたことは，機械工学の中でバイオメカニクス

研究を始められた時の思い，新しい分野に変化を求めて飛

び込んで行かれた時の思い，そしてもう一つは，京大機械

への思いでした．京大時代のお話は，佐藤先生の稿に詳し

いかと思います． 

 2017 年 12 月に第 30 回バイオエンジニアリング講演会

を京都大学 100 周年時計台記念館で開催した際，事前にご

連絡を下さり，「登録したので参加します」とのこと．講

演会やポスターセッションなどにご参加いただきました

（図２）．また，2021 年 12 月に APBiomech2021 をオンラ

インで開催した際も，早々に Registration して下さり，会

期中は，オンライン参加に慣れない様子ながら，ご自宅か

ら参加下さったことが想い出されます． 

 岡山理科大に 2014 年まで務められた後，しばらくの間，

神戸のご自宅から，神戸大にいらっしゃいましたが，その後， 
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図 2 第 30 回バイオエンジニアリング講演会（2017 年 12

月 14 日京都） 

 

2018 年から私共の京大バイオメカニクス研究室の共同研

究者・研究アドバイザーとして，お越しいただくことにな

りました．学生生活を過ごされた北白川の元下宿近くに，

ご本人曰く「下宿」し，学生時代を懐かしんでおられまし

た．京都の大路・小路を記した地図本をもとに，あちらこ

ちらと散策されていたようです．「広隆寺の弥勒菩薩はす

ばらしいから必ず見に行くように」とのこと．昨年やっと

家族で見に行くことができました．学生時代に通われた川

端二条の赤垣屋にもご一緒しました．夏休みには，周囲の

心配をよそに念願のインド旅行に行かれたり，色々な病気

をされながらも，京都生活を楽しまれていました． 

研究室では，私の部屋のすぐ隣の部屋で博士大学院生と

過ごされ，直接アドバイスをいただいたり，また，研究会

では，鋭く厳しいご意見やご質問をいただいたりしました．

特に，研究の意義そのものを問う本質的なご質問が多く，

慣れない学生さんは，毎回フリーズ気味となり，研究会全

体が 2，3 度凍りつきました．その後，徐々に学生さんと

の間合いが縮まり，内の人には厳しく，外の人には優しい

というのが，結局感じたところです． 

今思い出しますと，私が大学で勤め始めた頃から，林先生

に学会講演会でお目にかかる際は，かなり緊張したことを

覚えており，講演会場では，あまりお話をしたことがあり

ませんでした．その一方，学会懇親会後の二次会や，国際

会議参加の海外出張中は，なぜか林先生が別人のように

優しい先生に見え，よく会話をしたことを想い出します．

林先生が Chair を務められた第 3 回世界バイオメカニクス

会議（WCB1998）へは，私自身留学中で参加できませんで

したが，1999 年 4 月に帰国後，1999 年 6 月にモンタナ州

の Big Sky で開催された ASME の Summer Bioeng. 講演会

では，皆さんと一緒に山にハイキングに出かけました．や

はり海外出張中は恐れる必要はなかったのです． 

 その後もいろいろな国際会議でご一緒する機会があり

ました．最後にご一緒したのは，2019 年夏，San Diego で

開催された Fung先生の 100歳記念シンポジウム．図 3は，

林紘三郎先生，Fung 先生，松本健郎先生，坪田健一先生と

並んでの記念撮影．想い出の写真となりました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

図 3 Fung 先生の 100 歳記念会議（2019 年 9 月 21 日） 

 

 その後，何度か体調を崩され，その度にゆっくりと回復

され，研究室に戻ってこられました．その周期が，段々と

長くなっていきましたが，毎回，気長にお待ちしておりま

した．はじめの頃は，ご自身の症状や体調変化を科学者の

眼で分析されておりましたが，途中からは，段々と複雑さ

が増し，理解が及ばなくなっているというご様子でした．

大阪城が目の前に見える病室にお見舞いに伺った際，想像

していた以上に晴れやかでした．研究のお話や研究室の大

学院生の話，学生の将来のことなど，いろいろと気遣って

下さいました．その後，京大へ来られる回数は減り，いつ

の頃からか，お一人での外出が難しくなられたようで，私

から依頼した英語の書籍原稿の執筆状況やWCB2022台北

のことなど，電話でご相談させていただきました．最後に

お話ししたのは，2022 年の 1 月下旬だったと思います．

私からの年賀状が届かなかったことでご心配になられた

とのこと．最近の通院やリハビリの様子，体調のこと，原

稿執筆すると眠くなってしまうことなど．ご自身のことに

加えて，教え子のことも気にかけておられました． 

コロナ禍で直接お目にかかることができず，神戸にお見

舞いに伺うことも叶わないまま時が過ぎ，奥様からのお電

話で最期のご様子を知ったときは，言葉を失いました．お

別れとはこういうものなのだと．お酒を飲みながらお話を

聞かせていただく機会は，今後無くなってしまいました．

最期まで，京大バイオメカニクス研究室の現役アドバイ

ザーとして，温かく見守って下さいました．心から感謝申

し上げたいと思います．教わった厳しく優しいお言葉，研

究に対する思いを今後も忘れずに，最後にお別れの言葉を

お伝えしたいと思います．  
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３．１．私のターニングポイント 

 

金沢大学  

大学院自然科学研究科  

フロンティア工学専攻 

/機械科学専攻 

理工学域フロンティア工学類 

/機械工学類 

生体機械工学研究室 

 

村越 道生 

 
大学への入学，研究室への配属，民間への就職，大学へ

の復帰，2 度の異動．．．いずれも大きなターニングポイン

トであったと思うが，さして珍しいという訳でもない．ど

うしたものかと逡巡していると，ふと一冊の文庫本が目に

止まった（図 1）．いまから 25 年ほど前，私が高校１年生

のころ，あれは確か理科の先生だったと思うが，一冊の本

を勧められた．―「若き数学者のアメリカ」，藤原正彦，

昭和 56 年（1981 年）発行，新潮文庫―．読書の習慣もな

い私が，勧められるがまま読んだ程度のことだったので，

当時どんな感想を持ったのか思い出せないが，漠然とした

海外への憧れのようなものを感じたのは覚えている． 

それから 8 年後，修士 1 年生のとき，海外インターンシ

ップに参加する機会を得た．研修先は，電気，光，音響の

3 事業を柱とする，BtoB の技術コンサルティングサービ

スを扱うデンマーク企業である．大学生協でできるだけ安

い航空券を探してもらうと，国際学生証（ISIC カード）を

使った学割航空券が良いと紹介された．2003 年 7 月 4 日 

BA 008 便・820 便，成田空港発ロンドン・ヒースロー空港

経由コペンハーゲン・カストルプ空港行き．紙の航空券を

握りしめ，いざデンマークへ！何せ初めての海外旅行であ

った！成田空港へ行くのも当然初めて．その雰囲気に舞い

上がっていたのか，それとも気圧されていたのか，いまで

も私の PC には，空港ロビーばかりを収めた退屈な写真が

大量に保存されている． 

このあと私は初めての海外旅行で大変な洗礼を受ける

ことになる．BA008 便の出発遅れ→→乗り継ぎ失敗→→

ヒースロー1 泊．やっとの思いで航空会社にホテルを手配

してもらったときにはもう夜 9 時を過ぎていたと思う．つ

たない英語を駆使してなんとか夕食にはありついたが，1

日はまだ終わらない．その日私は，現地のサポーターとコ

ペンハーゲン中央駅で待ち合わせをしていた．いまであれ

ば，ホテルや空港の Wi-Fi を使って，スマホでメールを送

ればそれで済む話しだろう．しかし当時は 2003 年．日本

国内ではやっとインターネットが普及し始めた時期であ

り，電話線でインターネットしていた時代である．移動通

信にいたっては第 3 世代（3G）が始まったころで，やっと

携帯からメールを送れるようになった時代である．幸いに

もホテルの部屋にインターネット設備があり，そこからお

詫びと，翌日の待ち合わせについてのメールを入れ，先方

からも「了解」のメールをもらえた．さすがにその夜はぐ

ったりで，気づけばもう朝だった．せっかくの一流ホテル

も台無しである． 

翌日コペンハーゲンへ移動し，なんとかサポーターとも

会うことができ，翌々日にはインターンシップを開始した．

会社では，いまの私よりも少し年上くらいの上司がメン

ターとしてついてくれた．某欧州電気メーカーから依頼で，

同社製人感センサーの機能評価プロジェクトが進行中で

あり，私に与えられた課題は，その機能評価精度を向上さ

せるアイディア提案と，それをもとに Labview を使った計

測・制御システムを改造することであった（図 2）．配属先

の部署には 10 名ほどのスタッフがいたが，どのスタッフ

もとても温かく迎え入れてくれた．昼食は社内にあるキャ

ンティーンでブッフェスタイルだった．短い夏を楽しむよ

うに，みんな決まってテラス席で食事をとった．夕方 5 時

ともなると，社内にはほとんど人けがなくなる．警備員が

廊下の扉の鍵を奥から順に閉めて回り，いつもの時間に私

のラボを覗き込んで微笑みかけていくのが印象的だった．

ある週末，上司のご自宅に招かれた．愛犬と近くの森を散

歩し腹を空かせた後に，いっぱいに広げた両手よりもさら

に大きなカレイを庭でバーベキューし，サラダとチーズ，

そして白ワインとともにいただいた．仕事の話しだけでは

なく，日本のこと，将来のこと，プライベートの相談にま

でのってもらった．この上司とは馬が合ったらしく，いま

でもクリスマスカードやポストカードをやりとりしてい

る（図 3）． 

仕事以外にもデンマーク国内を数日かけて電車で旅し

たり，各国から集まった他のインターンシップ生とのパー

ティーに参加したりもした．恥ずかしくてここには書けな

いが，途中いろいろと失敗や苦労も経験した．2 ヶ月のイ

ンターンシップに奔走し，貴重な経験と思い出を胸に，に

わかに肌寒くなった 9 月初旬，デンマークを後にした．ま

ったく比べものにはならないが，さながら「若き数学者の

アメリカ」ならぬ「若き大学院生のデンマーク」であった．

こうやって振り返ると，このときの体験はその後の私に少

なからぬ影響を与えている． 

十数時間も飛行機に乗ればそこは海外である．知識や先

入観にとらわれない若いときの体験は，失敗も含めて，ほ

かの何物にも代え難い．バイオエンジニアリングを学ぶ学

生のみなさんには，ぜひ早い時期に海外にチャレンジして

もらいたい．できれば単なる旅行や語学留学ではなく，イ

ンターンシップや国際共同研究など，何らかの理工系ミッ

ションを持った体験ができるとさらによいと思う．私自身，

今後は何らかの形で学生の海外での経験をサポートする

ような活動に貢献していきたいと考えている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  図 2 

 

図 1 

 

 

 

 

 

 

図 3 
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日本大学  

工学部機械工学科 

 

下權谷 祐児 

 

 

 

ありがたいことに「私のターニングポイント」というタ

イトルで記事を書くよう依頼を頂きました．そこでまずは，

誰に向けて書けば良いのかを考えました．年上から年下ま

で，また，よく知っている人から話したことのない人まで，

バイオエンジニアリング部門の多くの方々の顔を思い浮

かべました．しかし年上や同年代の方々が私のターニング

ポイントを知ったところで…，また，年下の方々の参考に

なるような出来事もないし…，という思いがよぎりました．

迷った挙句，最終的には，誰かの役に立たなくても仕方な

いから自分の書きたいことを書こう，という結論に至りま

した．どうかご容赦ください．40 代半ばともなればいろ

いろなターニングポイントが思い出されます．良いものも

あればそうでないものもあり，人生そんなものだと思いま

す．失敗した経験を書いた方が為になるような気もします

が，とりあえずここでは良いものだけを書かせて頂きます． 

私は今の自分の職業（大学での教育・研究）が気に入っ

ていますし，この職業を続けられているのはありがたいこ

とだと思っています．ここに至るまでに大小無数のターニ

ングポイントがありました．そのうち決定的だったのは 3

つ程です．1 つ目は高校進学のときです．私は岩手県北部

の農村地域で生まれ育ちました．多くの同級生と同じよう

に地元の高校に進学するつもりでしたが，あるとき中学校

の校長先生に呼び止められて「八戸高専に進んでみないか」

と言われました．高専のことはよく知らないのでいろいろ

話を聞くと，その高専は実家から遠くて寮生活，しかも 5

年間．加えて親が進学に賛成でない，等々で迷いましたが，

他の人と違うことをしてみたいという気持ちもあり，高専

に進学しました．結果，高専の雰囲気は私に合っていまし

た．卒業後東北大学に編入学できたのも幸いでした．地元

の高校に進学していたらどんな人生だったかと，今さら考

えても仕方がないことを時々考えますが，おそらく今の職

業に就くことはなかったでしょう．そういう意味で大きな

ターニングポイントの一つです．当時は中学校の校長先生

のお考えがよくわかっていませんでしたが，今ならよくわ

かります．当時の板垣校長先生にお礼を申し上げたいです． 

2 つ目のターニングポイントは会社を辞めたときです．

大学院修士課程を修了した後，私は一般企業に就職して機

械設計の仕事をしていました．4 年目に入り，私生活では

結婚して長女が産まれており，会社では少しずつ大事な仕

事を任されるようになっていた頃でした．当時のいろいろ

な事情から自分の中に押し留めていた，研究への興味，研

究者として生きていくことへの憧れのようなものが抑え

られなくなり，会社を辞めて大学院博士課程で学びたいと

思うようになりました．もちろん妻に相談しました．無理

と言われるかと思いきや，意外にも反対されませんでした．

今振り返るとよく許してくれたなと思います．大学院博士

課程に進んで学位を取ることがなければ今の職業には就

いていないわけで，間違いなくこれも大きなターニングポ

イントの一つでした． 

3 つ目は山口隆美先生および山口研究室の皆さんとの

出会いです．私は大学院博士課程に入学するにあたって，

修士課程とは研究分野を変えることにしました．当時の大

学案内やまだまだ情報量の少なかった頃の web を調べ，

何も面識はありませんでしたが直感でここだ！と思い東

北大学の山口研究室の門を叩くことに決めました．山口隆

美先生の他にも，教員として和田成生先生（現・大阪大学），

坪田健一先生（現・千葉大学），今井陽介先生（現・神戸

大学），ポスドクとして中村匡徳先生（現・名古屋工業大

学），森大祐先生（現・八戸高専）らが在籍されていて，

少し後に石川拓司先生（現・東北大学）が異動されて来る

等，錚々たるメンバーとの出会いがありました．特に山口

先生，石川先生，今井先生の 3 人には博士後期課程の 3 年

間ご指導いただき大変お世話になりました．私は山口研究

室の昼ミーティングやゼミの時間が忘れられません．山口

先生の膨大な知識量と面白いアイデアがポンポンと出て

くるところに驚き，石川先生・今井先生の頭の回転の速さ

と鋭い指摘に感嘆する，そんなことの連続でした．先生方

のやり取りを聞きながら，同じ場にいられることの幸せを

感じていました．話の展開について行けず悔しさを覚える

ことも少なくありませんでしたが，堅苦しく考えず自由に

発想し好きな研究に邁進する山口研究室の雰囲気は非常

に心地よいものでした．あの 3 人の偉大な先生との出会い

があったからこそ，今の自分があるという意味で，これも

大きなターニングポイントの一つです．山口研究室を選ん

だのは直感によるところが大きいですが，自分の直感は間

違っていませんでした．当時の自分を褒めてやりたいです． 

以上，私のターニングポイントについて書かせて頂きま

した．会社を辞めて学生として研究者を志すという選択は

普通に考えれば経済的に危うい行為ですから（でも意外と

例があるようですね），賢明な若手の方々には何の参考に

もならず心苦しい限りです．とある学会員が経験した一例

としてお読み頂ければ幸いです．学会等でお会いしたとき

にはぜひ皆様のターニングポイントをお聞かせください．

最後になりますが，この原稿を書く機会を下さいました広

報委員会の先生方に感謝申し上げます．  
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３．２．新しい研究プロジェクトの紹介 

 

学術変革領域研究（A） 

「素材によって変わる，『体』の建築工法」 

（領域略称：からだ工務店） 

 

 

京都大学 

大学院工学研究科  

マイクロエンジニアリング専攻 

生命数理科学研究室 

 

井上 康博 

 

 

2020 年 11 月より，学術変革領域研究（A）「素材によっ

て変わる，『体』の建築工法（からだ工務店）」を進めてい

ます．本領域のポイントは，形態形成の原理を細胞ブロッ

クが積みあがったものという従来の認識に，建築資材を細

胞が組み立てたものという概念を加えて変革することで

す．「からだ工務店」というタイトルには，このような思

いが込められています． 

初期胚では，形態形成の主役は細胞です．細胞が増殖，

移動，変形し，積み重なることで，胚の形を作ります．し

かし，この理屈が成り立つのは胚が小さいときだけです．

個体のサイズは，細胞より非常に大きいことから，体を支

えるには，細胞の剛性では足りません． 

例えば，みたらし団子をピラミッド状に積み上げても

（図１A），剛性が足りないので，自重でつぶれてしまいま

す（図１B）．しかし，剛性の高いサポート素材があればタ

ワー構造（図 1C）も作れます．このとき，タワーを作っ

ているのは団子ではなく，サポート素材の串です． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

細胞は，団子のように柔らかいので，この理屈は生物に

も適用できるはずです．体が組み立てられたサポート素材

であるならば，細胞の貢献は体の一部となることではなく，

サポート素材を組み立てる作業員としての役割です．理屈

の上では，建築と同じです． 

建築には，鉄骨や木材などの棒素材やトタンやシートな

どの面素材が使われます．素材の物理的な特性に応じて，

建築工法が選ばれ，これが完成した形に影響します．本領

域でも，生物の組み立ての基本単位は『棒』と『面』であ

ると考えています．そして，そのサイズや材質によって，

からだの建築工法が変わります（図 2）． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このように，本領域では，「非細胞素材の加工」という

新しいパラダイムを提示し，形態形成の原理に挑んでいま

す．形態形成の本質を＜体＝工作物，細胞＝作業員＞と捉

えることで，数理モデル化と大規模シミュレーションが容

易になり，「マクロな形」と「細胞挙動」の関係が一気に

明らかになると考えています． 

また，このパラダイムは「工業」そのものであるため，

工業デザイン技術の生物への応用と，生物で得られた知見

の産業応用が期待できます．例えば，本領域で扱うオタマ

ボヤのハウス形成に見られるような，３Ｄ構造をコンパク

トな平面として製造・保存する原理は，建築や機械の新し

い設計・製造技術につながると期待されます．また，カイ

メンの細胞作業員の挙動からは，分業体制で働く多数のド

ローンなどのシステムへ，新しい分散型制御理論の展開が

期待できます． 

最後に，本領域の運営における特徴として，領域のス

タート段階から理論系と実験系の融合が完成しているこ

とが挙げられます．これは，「理論が有効に活かせるの

は，実験系をデザインするときである」という信念に基

づくものです．本領域に新しく参加する公募班員にも，

理論と実験の融合を促すための討論の機会である合宿を

年 2 回開催しています．コロナ禍においても，対面にこ

だわり，基礎科学から応用までを俯瞰し，多様な観点で

課題発見と解決のヒントを得ることができています．現

在，2 期目の公募研究を募集しています．ぜひ，皆さん

のご参加とお力添えをお願いいたします！

 

 

 

 

 

図 1 形を作っているのはサポート素材 

（団子はおいしく頂きました） 

図 2 「形態形成＝非細胞素材の加工」と捉える 
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JST 創発的研究支援事業 

「包括的がん医療実現にむけた免疫細胞モジュー

ルの創成」 

 

 

熊本大学 

大学院先端科学研究部 

産業基盤部門 

国際先端科学技術研究機構 

産業ナノマテリアル研究所 

 

中島 雄太 

 

 

私の研究室では，マイクロ・ナノ工学技術を基盤として

医療や健康，バイオなどのライフサイエンス分野へ応用す

ることが可能なデバイス開発や技術開発を行っています．

例えば，細胞に圧縮や引張などの力学的刺激や化合物など

による化学的刺激を与えながら細胞の挙動をリアルタイ

ムで観察することが可能なデバイスや，シングルセルレベ

ルで細胞を配置することができる細胞パターニング技術，

血液中からターゲットとなる希少細胞を検出することが

可能なデバイスなどを開発してきました．これらのデバイ

スや技術の中から，今回は，創発的研究支援事業に採択さ

れたプロジェクトである「包括的がん医療実現にむけた免

疫細胞モジュールの創成」についてご紹介します． 

創発的研究支援事業は，ご存知の通り JST（国立研究開

発法人科学技術振興機構）が実施する事業であり，CREST

やさきがけなどとは異なり，特定の課題や短期目標は設定

されておらず，研究者独自の発想に基づき既存の枠組みに

とらわれない自由で挑戦的・融合的な研究に対して原則と

して 7 年間支援される事業です．2020 年度～2022 年度の

3 期にわたって公募が行われ，私は 2021 年度の公募で 2

期生として採択して頂きました． 

本研究プロジェクトでは，がんの早期診断や早期治療を

実現する新たな技術を開発することを構想しており，免疫

細胞が持つ「異物を見つける」「異物の情報を伝える」「異

物を退治する」などの機能を，「マイクロ・ナノデバイス」

「生体材料」などの工学技術と融合させたモジュールを構

築することを目指しています．がんは，早期に発見し早期

に治療すれば治る病気だと言われていますが，画像診断の

高度化・高精度化や治療技術の向上，新たな治療薬の開発

が行われている現在も日本人の死因の第 1 位であり，その

数は増加の一途をたどっています．この課題を工学的視点

に立った技術開発により解決したいと考えています． 

本プロジェクトは，数年前に熊本大学の中西義孝先生

（現副部門長）の研究に参画させて頂いたことがきっかけ

となり着想しました．当時，人工関節の摺動面から発生す

る摩耗粉が生体に及ぼす影響を評価しており，免疫細胞で

あるマクロファージを使用していました．この研究では，

「摩耗の仕方を工夫することによって摩耗粉の発生量や

摩耗粉のサイズを制御し，如何に免疫応答を回避するか？」

という視点で研究を進めていました．研究を進めて行くと，

摩耗粉の量やサイズに応じてマクロファージの免疫応答

特性が変化することを明らかにしました．この研究の成果

により，免疫細胞の応答挙動・動態に面白さを感じると共

に，摩耗粉と免疫細胞との関係を利用することによって，

免疫応答をコントロールできることに気が付きました．こ

の知見を基に，免疫細胞に摩耗粉（微粒子）を投与するこ

とによって免疫応答をコントロールし，がんの治療に用い

るモジュールを構築しようとしています． 

現時点では，ヒトの末梢血から単離した初代免疫細胞を

用いて実験を進めており，効果的に免疫応答を生じる微粒

子のサイズや免疫応答が生じにくい微粒子のサイズを明

らかにしつつあります．また，免疫応答により産生された

物質の同定を進めると共に，ヒト由来のがん細胞に投与す

ることによって，がん細胞の生死判定や傷害性の検証など

の評価を行い，がん治療に有効な条件の導出を試みていま

す． 

上記はがんの治療に関する課題についての取組みです

が，プロジェクト内では，がんの検出や診断に関するモジ

ュール開発などにも取り組んでおり，今後の本部門の講演

会などで研究成果を報告したいと考えています． 
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３．３．oVice を活用した学会運営 

 

oVice を使用した講演会の実施 

～リアルとバーチャルの 

いいところ取りを目指して～ 

 
日本機械学会 第 32 回バイオフロンティア講演会 

実行委員長 中村 匡徳 

幹事 杉田 修啓 

幹事 氏原 嘉洋 

 

 

開 催 日 2022 年 1 月 12 日～13 日 

講演会名 日本機械学会 第 32 回バイオエンジニアリ

ング講演会 

参加人数 約 260 人 

講 演 数 160 件 

会 場 oVice バーチャル講演会場（5 階建てビル） 

・レセプションホール（500 人） 

・A，B，C，D 会場（各 200 人） 

 

oVice を講演会のプラットホームとした経緯 

日本機械学会 第 32 回バイオエンジニアリング講演会

は，バーチャル空間の oVice（オヴィス）を活用して全面

オンラインで開催致しました．本講演会は，バイオエンジ

ニアリングに関わる研究を行っている若手研究者および

大学院生を中心として，さらにベテランの研究者が一堂に

会し，独自の発想に基づいたアイディアなども気軽に提示

し合う柔軟で自由闊達な雰囲気の講演会を目指していま

す．従来の対面での開催が困難な中，講演会の趣旨を実現

するために，実際に対面で参加しているような臨場感や交

流を創り出したいとの強い思いがありました．ヒントにな

ったのは，先に開催された日本機械学会 第 33 回バイオエ

ンジニアリング講演会です．ポスター発表と懇親会が

oVice を利用したバーチャル空間の会場で開催され，これ

までのビデオ会議ツールにはない臨場感と交流，未来を感

じさせるワクワク感がありました． 

 

開催までの準備 

学会 3 ヶ月前から準備を始めました．その際，oVice 株

式会社のスタッフの皆様，京都大学の牧 功一郎先生，慶

應義塾大学の須藤 亮先生に多大にご協力いただきました．

懇親会やポスター発表については，開催事例や実体験があ

ったため，イメージは直ぐにつかめました．一方，一般の

口頭発表での oVice の使用については，直接的に参考にな

る情報が少なく，多少不安がありました．まずは oVice の

操作に慣れるため，開催までの研究室の研究会（全 8 回）

を全て oVice で行いました．操作方法の躓きやすい点を中

心に，会場スタッフ用，聴講者用，講演者用，座長用のマ

ニュアルとしてまとめました．当初の想定の 2 倍の講演数

が集まったため，受付および特別イベント会場のレセプシ

ョンホール，一般講演会場の A, B, C, D 会場の計 5 階建て

となるバーチャル講演会会場を用意しました．レセプショ

ンホールにおいては，チュートリアルスペース（oVice 提

供レイアウトを講演会用に一部変更）や講演者の操作確認

スペースを設置したりしました．一般講演会場おいては，

参加者の名前がよく見えるように座席の形や色を工夫し

たり，臨場感の演出と座長の負担軽減のために質問者席を

用意したりしました（図 1）．プレオープンとして学会 5 日

前から会場を公開し，前日には座長と発表者向けの練習時

間を設けました． 

 

 

図 1 一般講演会場でのデモ．座長席や質問者席，次以降

の講演者席などを設置した． 

 

講演会当日 

当初心配していた大きな混乱もなく，順調に進みました．

出藍会（若手による交流を目的としたイベント）企画では，

直前にレイアウトの変更希望がありましたが，oVice のレ

イアウトは柔軟にカスタマイズ可能なため，希望通りに対

応することが出来ました．このイベントでは，座談会のよ

うに複数人で同時に話す企画であったため，特に oVice の

使いやすさが好評でした（図 2）．一般講演も円滑に進行

しましたが，質問者席に参加者が突然出現するといったこ

ともありました．これは，各会場に対応した階数（図 1 左

端中央の数字）をクリックすると，会場の左上に出現する

設定であるにもかかわらず，その付近に質問者席を配置し

たために起こった現象です．別の入口を正規ルートとして

用意していたのですが，こちらの想定通りには動いていた

だけないこともありました．全体としては，講演者や座長

の方からも好意的な意見が多く，むしろ対面よりも良いの

ではないかという有難い意見も頂戴しました． 

懇親会では，イベントにあわせて背景図を随時変更する

ことで，参加者に会場移動を強いることなく，表彰式（図

3），フリートーク，○×大会（図 4）等を行いました．表

彰式（図 3）では，拍手やドラムロールなどのリアクショ

ンを活用することで，会場のボルテージは対面式さながら

でした．フリートークでは初対面同士でも話が弾むように，

「研究つらい人」，「博士課程進学者」等のトピック毎の

テーブルを用意しました．○×大会（図 4）では全員の動

きが俯瞰的に見えることで，司会者からも茶々を入れやす

くなり， オンラインでも盛り上がることができました．

このように，oVice を用いることで一般的なビデオ会議

ツールでは難しい演出を行い，交流を促進しました．最後

は参加者全員の万歳で締めくくり，盛会裏に終わりました． 
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図 2 レセプションホールでの出藍会イベント．会場中央

の講師の先生方に向けて拍手をしている様子． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 レセプションホールでの表彰式の様子． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 レセプションホールでの〇×大会の様子． 

 

 

講演会を終えて 

バーチャルの利便性とリアルの臨場感のいいとこ取り

をした講演会の新しい形を提案できたのではないかと思

います．講演会の実施に際し，oVice 株式会社には，oVice

の無償提供など，多大なご協力をいただきました．最後に

なりましたが，ここに記して御礼申し上げます． 
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３．４．ぶらり学会探訪 

 

はじめに 

バイオエンジニアリング部門で活動されている先生方・

皆さまは，普段，どのような学会・研究集会にご参加され

ているのでしょう？と広報委員会で話題にあがりました．

読者の皆さまも，オリジナル・お気に入りの年表，お持ち

ですよね？？いつもは懇親会などで情報交換できるのか

もしれませんが，もう少し我慢の時期でしょうか． 

ならばニュースレター内でご紹介をいただけないかと

いう・・・ムズカシイお願いに対して，今回４名の先生方

がご協力くださいました．茅原先生，中田先生，迫田先生，

重松先生，本当にありがとうございました！！ 

 

 

 

 

日本人間工学会 全国大会 

 

金沢大学 

茅原 崇徳 

 

 

 

人間工学は，働きやすい職場や生活しやすい環境の実現

や，安全で使いやすい機械や道具をつくることを目的とし

た科学技術です．日本人間工学会は毎年 6 月ごろに全国大

会を開催しています（例年，講演件数は 2 日間で 180 件程

度です）．今年度は 7 月 30-31 日に広島県尾道市で開催さ

れます．COVID-19 の影響で 2020 年度は現地開催が中止

（誌上発表のみ），2021 年度はオンライン開催でしたが，

今年度は久しぶりの対面開催となる予定です．私は，教員

になって人間工学の研究室に所属したことを機に 2011 年

度から参加しています．人間工学会では，動作解析や筋負

担評価などの身体に関するものや，脳波や眼球運動を用い

た精神に関するものなど，人間に関するあらゆる側面の研

究発表を対象にしています．また，人間の特性理解を目的

とした発表や社会実装を志向した発表など，基礎から応用

まで幅広い発表があることも特徴です．最近はバーチャル

リアリティやユーザーエクスペリエンスに関する発表も

多く，新しい装置や概念に対する研究も積極的に発表され

ています．人間工学は学際的な色合いが強く，機械工学だ

けでなく，医学，看護学，心理学，情報科学，工業デザイ

ンなど，様々な分野の研究者が参加しています．また，私

の印象ですが，他の学会と比較して企業から聴講にきてい

る参加者が多いように感じます．自分と異なる専門分野や

企業からの視点で意見をいただけるため，私にとって非常

に有意義な議論ができる場です．人間に関わるご研究をさ

れている方々にとって，うってつけの講演会です．是非，

皆様も参加してみてください． 

 

エアロアクア 

バイオメカニズム学会 

 

千葉大学 

中田 敏是 

 

 

本学会は，ヒトを含む生物の泳ぎと飛翔のしくみを研究

対象として設立された学会です．年 2 回の定例講演会（3

月頃と 9 月頃）と，3 年に 1 度の国際会議（ISABMEC: 

International Symposium on Aero-aqua Bio-Mechanisms）が開

催されています．また，学会の論文誌（JAAB: Journal of Aero 

Aqua Bio-mechanisms）を発行しています．2022 年 3 月 22

日にオンラインで開催された第 45 回定例講演会では，蝶，

トビヘビ，精子，ミズスマシ，ペンギン，マグロ型遊泳ロ

ボット，マナマコ，首長竜，ヒメダカや，一般的な羽ばた

き翼・魚など，様々な生物・現象を対象とした 16 件の研

究発表が行われました．参加者は 63 名（大学・高専教員

29 名，企業人 3 名，学生 31 名）で，講演会・情報交換会

で議論が交わされました．対象が多様なため，講演会では

生物遊泳・飛翔に興味を持つ様々なバックグラウンドの研

究者が集まります．私自身の専門は生物飛翔ですが，様々

な生物・現象・観測方法などに驚かされることや，質疑応

答での議論から学ぶことがとても多いです．情報交換会

（懇親会）では，生物遊泳・飛翔に特有の測定方法などの

問題や解決方法もシェアできます．2022 年には，昨年か

らコロナ禍で延期となっていた国際会議 ISABMEC 2022

が開催されます（2022 年 11 月 16-18 日）．こちらもオンラ

インでの開催ですが，毎回この分野の著名な研究者が招待

され，お話を直接伺える貴重な機会です．バイオエンジニ

アリング部門の皆様も，ご興味を持たれましたら，講演会・

国際会議へのご参加や，論文誌へのご投稿をぜひご検討く

ださい． 

 

 

 

人工心臓と補助循環懇話会 

学術集会 

 

産業技術総合研究所 

迫田 大輔 

 

 

名称が長いため英語名略称 AHAC(Research Conference 

for Artificial Heart and Assisted Circulation of Japan)で呼ぶこ

とが多いです．つい 2022 年 4 月 22 日に，第 50 回 AHAC

が信州上諏訪温泉浜の湯で開催されました．本来は前年度

3 月開催の予定でしたが，Covid-19 状勢を考慮して，延び
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に延びて，年度をまたいでの開催でした．相当な対策と覚

悟をもって現地開催に臨んだ大会長には頭が下がります．

それだけ対面を大事にする学会です．私は学生の時代から

この会に参加して 15 年程経ちます．必ずご当地の温泉付

き旅館 or ホテルで開催します．温泉旅館で温泉に浸りな

がら，お酒を酌み交わしながら，医師も工学者も関係なく

夜通し熱く議論します．懇親会後 21:00 以降もセッション

が続くのも特徴です．心から打解け合って，理想の人工心

臓をはじめ，次世代の医療機器を目指しましょうという目

的をもった会です．最近は人工心臓等の補助循環デバイス

の臨床発表が増えましたが，本来は人工心臓開発早期の時

代に発足した会であり，基礎医工学の発表も歓迎されます．

毎回の会の始まりでは若手研究者賞セッションが設けら

れており，基礎研究の比重の大きい医学部・工学部の学生

や若手研究者のモチベーション向上になっています．オン

ラインでできることも確かに多々あることを学びました

が，学会が現地で，対面で開催されることがやはり一番得

るものが大きいと，久々に AHAC に参加してあらためて

感じました． 

 

 

分子シミュレーション討論会 

 

大阪大学 

重松 大輝 

 

 

 

分子シミュレーション討論会は分子シミュレーション

学会が毎年 11 月頃に開催する口頭とポスター発表から成

る討論会です．毎年 200 名以上が参加し，口頭発表は主

に教員が，ポスター発表は院生が多い印象です．分子シ

ミュレーションの名を冠する通り，発表内容はほぼほぼ

分子シミュレーションです．分子動力学法を用いたもの

が多いですが，量子計算を含むものから複数の原子・分

子を１粒子にまとめる“粗視化“がなされたものまで多岐

にわたります．対象も様々で，タンパク質やリン脂質二

重膜など，生物関連のものも多いです．技術的にディー

プところまで議論が及ぶことも多々あり，全体として手

法に重きが置かれているように私は感じています．ここ

２年は昨今の情勢からオンライン開催となっており，参

加しやすくなっています．バイオエンジニアリング部門

の皆様で分子スケールの現象に興味はある方は，情報収

集の場としていいと思いますので，一度参加してみては

いかがでしょうか． 
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３．５．書籍の紹介 
 

「生体ひかりイメージング 基礎と応用」 

 

監修：星 詳子・山田 幸生 

出版：エヌ・ティー・エス 

（2021 年 12 月） 

 

近赤外光は生体透過性が比較的高く，これまで 40 年以

上に亘って近赤外光を用いる生体計測・イメージング技術

の研究・開発が進められてきた．この技術は，非侵襲・低

拘束でベッドサイド計測を可能にするため， X 線 CT， 

MRI， PET，超音波検査に続く第５のモダリティとして期

待されている．しかし，生体は光の強散乱体であり光は進

路を変えながら生体内を進むため，検出された散乱光から

生体内局所の情報を抽出することは容易ではない．そのた

め，非散乱光を用いる光コヒーレンストモグラフィ（OCT）

は医療現場において検査・診断方法として確立されている

ものの，ルーティンの検査法として用いられている生体ひ

かりイメージング技術は多くない． 

本書は当該分野の初学者や専門家を対象として，生体ひ

かりイメージング技術を基礎から応用まで解説し，また教

科書的書籍とすること，そして臨床応用可能な新しい技術

開発の芽を育てることを目的として執筆された．基礎編で

は生体内での光伝播に関する基礎的な現象や計測法，およ

び光学特性値を説明している．イメージング編では，光を

用いた生体イメージング技術と臨床応用について，カラー

の図や写真も豊富に用いて具体的に記述している． 

以下は各章の概要である． 

「基礎編」（第１章から第 4 章） 

第１章 「光と生体の相互作用」では，近赤外光と生体

の相互作用について光の吸収，散乱，蛍光などの現象と生

体機能情報との関連および計測法が記述されている． 

第２章 「生体内光伝播現象の数理」では，光の生体内

伝播現象を記述する光輸送方程式や光拡散方程式の導出

と生体内の光伝播経路などの計算法が紹介されている． 

第３章 「計測法の分類と計測装置」では，連続光計測，

時間領域計測，周波数領域計測の計測原理・システム，お

よび，血流情報を与える拡散相関分光法が説明されている． 

第４章 「光学特性値計測法と光学特性値データ」では，

生体組織による吸収・散乱に関する光学特性値の計測法，

および各生体組織の光学特性値が紹介されている． 

「イメージング編」（第５章から第９章） 

第５章 「拡散光スペクトロスコピ」では，主に，機能

的近赤外分光法（fNIRS）による脳機能計測についてその

原理・計測法・課題とその臨床応用が紹介されている． 

第６章 「拡散光トモグラフィ」では，拡散光を用いて

生体の生理学的情報の断層画像を描き出す技術の原理・計

測法とその応用例が示されている． 

第７章 「蛍光・生物発光イメージング」では，顕微鏡

下での蛍光イメージングが紹介され，また，生物発光イ

メージングや拡散蛍光トモグラフィが説明されている． 

第８章 「光音響イメージング」では，光と超音波を組

み合わせて微細な血管網の３次元画像を得る技術が説明

され，各種の応用例が紹介されている． 

第９章 「光コヒーレンストモグラフィ（OCT）」では

原理と装置，測定例，高機能化が詳述され，眼科，皮膚科，

消化器科などでの臨床応用が説明されている． 

 

本書は近赤外光を用いた生体イメージングに関する基

礎的かつ網羅的な教科書およびハンドブックとして生体

工学関連の研究室に備えて欲しい一冊である． 

 

（文責）電気通信大学 脳・医工学研究センター 

客員教授・名誉教授 山田幸生 

〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘 1-5-1 

E-mail: yukioyamada@uec.ac.jp  
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４．部門連携を考える 
 

はじめに 
 

 

千葉大学 

 

坪田 健一 

  

 

 

 バイオエンジニアリング部門の分野連携委員長として，

本項の序文の執筆を仰せつかりました．2020 年度に立ち

上げられた日本機械学会・分野連携委員会は，部門間交流

を目に見える形で推進するための仕組みづくりを目的と

しています．分野連携によって，学際的な共同研究等の活

性化を通じて各分野が持つポテンシャルが最大限に引き

出され，各部門と本学会が抱える共通の課題の解決に向か

うことが強く期待されています． 

分野連携委員会の具体的な活動内容は，部門間交流につ

ながる企画です．本部門と関連した企画として，2022 年度

は，マイクロ・ナノ工学部門，ヒューマンダイナミクス部

門，および機械材料・材料加工部門と連携したオーガナイ

ズドセッション，シンポジウムや講習会が予定されていま

す．詳細な情報を https://www.jsme.or.jp/tfcc/に掲載してお

ります（「機械学会」「分野連携委員会」でご検索ください）．

また，皆様の方で良いアイディアがございましたら，同

ホームページで現在募集中の助成金がございますので，申

請をご検討いただきますようお願い致します． 

本項では，マイクロ・ナノ工学部門について繁富（栗林）

香織先生（北海道大学）からご紹介文を寄稿していただき

ました．他部門の現状を知っていただくことで，皆様の分

野連携活動の糸口や発展につながれば幸甚です． 

 

 

マイクロ・ナノ工学部門紹介 

https://www.jsme.or.jp/mnm/ 

 

 

 

北海道大学 

 

繁富（栗林）香織 

  

 

 

このたびマイクロ・ナノ工学部門（以下 MNM 部門）の紹介

記事執筆を仰つかりました．著者は現在，MNM 部門の部門

連携促進委員長，さらに，MNM 部門とバイオエンジニアリン

グ部門（以下BE部門）の部門連携企画委員を仰せつかり，両

部門の連携強化を進めております．個人的には，学部生の時

代から機械学会に参加し医療応用に向けた研究を行っており，

BE部門の多くの先生にお世話になっております． 

まず MNM 部門の成り立ちについて説明させていただきま

す．2006 年に「マイクロ・ナノ工学専門会議」が設置されました．

当時，マイクロ・ナノメートル領域の代表寸法を持つ材料・運

動・加工・制御等を対象とする工学分野は，機械学会に属す

る多くの研究者も研究活動を行なっていましたが，それぞれの

専門の 20 部門の中に活動が散在しており，また部門間の情

報交流も極めて限定的でした．さらに，その活動は学会外から

は見えづらく，国内外，特に産業界にはほとんど知られてこな

かったといっても過言ではありませんでした．これらの状況を

踏まえ，分野横断的・新領域対応型研究活動組織として専門

会議が設置されました．5 年間の活動内容が認められ，2012

年 4月に日本機械学会の 21番目の部門として，「マイクロ・ナ

ノ工学部門」（初代部門長：佐藤 一雄先生 名古屋大学(当

時)）が新たに発足しました． 

ヒトが自在に扱える人工物の最小寸法は，マイクロメータか

らナノメータ領域へと微細化し，扱う対象も多岐に広がってき

ました．最近 10 年，20 年のスパンで見ても，ナノチューブ，グ

ラフェンなどの炭素系新素材の利用，DNA などの分子操作，

半導体回路パターン形成，磁気ディスク書き込みなど，寸法

の微細化の例は枚挙に暇がありません．日本機械学会は，原

子・分子スケールにおける現象を忠実に再現するシミュレーシ

ョン技術から，マイクロ・ナノスケールの加工技術，マクロス

ケールの最適設計技術などを擁する数少ない学会組織であり，

まさにその責務は大きいと考えます．「機械工学が主役になる

マイクロ・ナノ工学」が必要である所以です． 

MNM部門は今年で 10年を迎えました．MNM部門登録者

数は常に増加傾向にある状況です．また，若手の登録者が多

いことも特徴の一つです．機械学会全体の会員数はここ数年

コロナ禍の影響もあり減少傾向が加速しているなかで，本部

門は，マイクロ・ナノをキーワードとした新しい技術，広

い応用範囲を対象とし，発展の余地を十分に持つものと感

じています． 

MNM 部門は，マイクロ・ナノメータ領域の工学全般の研究

領域をカバーします．MNM 部門では，毎年「マイクロ・ナノ工

学シンポジウム」の開催や年次大会でのセッション企画を行っ

ています． 

近年の科学・技術は，従来の極端に細分化した専門では問

題解決が立ち行かなくなり，在来の専門を超越してそれぞれ

に優秀な研究者・技術者がネットワークを作り，積極的に協働

することが求められています．そのような活動からこそ革新的

な研究の深化，技術の発展が期待できます．MNM 部門はそ

のような場を提供し，新技術を育成するものと確信しています．

機械学会内の技術分野には，100 年前からの機械工学固有

の専門分野もあれば，応用技術あるいは研究対象に対する社

会的・経済的要請が強い複合新領域分野もあります．MNM

部門は，まさに後者の性格を持つ部門です．機械学会には，

上記のような基幹部門と新領域部門とを縦糸・横糸に配して

併せ持つ強さとダイナミズムが必要と考えています．複合領域

をカバーする部門という立場から，他部門との連携を重視して

います．これまでも年次大会におけるオーガナイズドセッショ

ンを共同で企画し，他部門の大会にも積極的に協力・参加し

ています．2020年からは，部門連携促進委員を立ち上げ，BE

https://www.jsme.or.jp/tfcc/
https://www.jsme.or.jp/mnm/
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部門をはじめ，さまざまな部門，産業界や地域との連携をさら

に進めています． 

特に BE 部門とは，一昨年分野連携企画の WG を立ち上

げ, 昨年からは, 機械学会の年次大会において，これまで開

催してきた 2 つの OS（「マイクロ・ナノ工学とバイオエンジニア

リング」と「機械工学に基づく細胞アッセイ技術」）を「姉妹」セッ

ションとして扱い，とりわけ両部門の連携を深めるためのプラッ

トフォームとなっています．具体的には，本 OS の登録先を

MNM 部門と BE 部門の間で隔年で主担当を入れ替えること

により，両部門間でのコミュニケーションや理解を深めていま

す．さらに，若手研究者にとって有益となるように，複数名の若

手研究者に招待講演を依頼して研究の紹介を行い，新しく先

端的な共同研究のきっかけを作ることを狙っています．これら

の招待若手研究者に対して両部門から謝金という形で支援し，

また，本姉妹 OS をポスターによって大々的に宣伝することを

通して，本 OSでの発表が若手研究者にとってステータスの向

上へとつながることを目指しています．資金は, 「日本機械学

会分野連携企画」と両部門からサポートされています.  

今年度の年次大会（2022 年 9 月 11 日から 14 日，富山大

学五福キャンパス）では，9 月 14 日に本姉妹 OS が開催され

る予定です（ポスター参照）．今回は，アカデミックだけではな

く産業界からも講演者を招くことで，産業界との連携を深めた

いと考えています．さらに，これまで困難であった部門間の表

彰に関しても，両部門が連携し贈賞する予定になっています．

ぜひ皆様にもご参加いただき，活発な議論ができたらと思って

います． 

今後はさらに BE 部門や他部門との連携を強めたいと考え

ており，これによりこれまで考えもしなかった革新的技術が機

械学会会員から生まれることを期待したいと思います．今後と

もよろしくお願いいたします． 
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５．企業紹介 
 

ブルカージャパン株式会社 
ナノ表面計測事業部 
 

塚本 和己 

 

〒104-0033 

東京都中央区新川 1-4-1 

住友不動産 六甲ビル１F 

E-mail: kazumi.tsukamoto@bruker.com 

ホームページ: https://www.bruker-nano.jp/page1 

 

１．はじめに 

 ブルカーはドイツのカールスルーエから 1960 年に初の

NMR 分光計開発を，実験用磁石と電源の製造からスター

トし，60 年たった現在では，NMR だけでなく様々なハイ

エンド分析機器の製造販売を全世界 90 ヶ所以上の拠点で

行っています．その中で，ナノ表面計測事業部では，主に

物質材料表面の微細構造をナノスケールレベルで観察を

行う原子間力顕微鏡（AFM）や光干渉型顕微鏡などを扱っ

ており，2018 年からは JPK 社のライフサイエンス向けの

BioAFM，NanoWizard がラインナップに加わりました． 

 AFM はカンチレバーという先端径，数 nm からミクロ

ンオーダーの細い探針を用いて，様々な表面の微細構造や

観察試料自体の弾性率や粘弾性を計測できる装置である．

カンチレバーで表面をトレースするというシンプルな原

理により，大気中，液中を問わず計測可能で，ゲルや細胞

など生体試料計測が簡単にできるのが特徴です． 

２．BioAFM – NanoWizard V 

 NanoWizardは初号機が 2002年に納入されてから今年で

ちょうど 20 年になり，去年末には第五世代の NanoWizard 

V がリリースされた（図 1）．NanoWizard シリーズは，設

計コンセプトが倒立顕微鏡に搭載可能で，位相差像，蛍光

像をはじめとして様々な光学画像（超解像顕微鏡など）と

同時に液中 AFM 計測が容易にできるような構成になって

おり（図 2），近年の細胞や生体材料研究の増加とともに，

バイオエンジニアリング部門の多くの先生方にご使用い

ただき大変嬉しく思っています． 

 NW V では，レーザーアライメントの完全自動化や

PeakForce-QI（多くの論文で報告されてきた Bruker 独自の

測定モード，PeakForce Tapping と QI モードのハイブリッ

ト）という新たなモードが搭載され，弊社従来機と比べ，

より簡単でより高速に測定できるようになっています．ま

た，通常のタッピングモードにおいても高速モードを使用

することにより最大で約 4 fps での測定が可能であり，高

速 AFM には及ばないものの，簡易的なダイナミクス測定

ができるようになっております． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．NanoWizard を用いた最新研究報告 

 近年，ウィルス研究では新型コロナウィルスのスパイク

タンパク質と ACE2 受容体の相互作用計測 1)に用いられ，

細胞研究では，がんの転移能評価 2)，組織サンプルへの展

開としては，ピロリ菌の胃組織への影響評価 3)，軟骨組織

評価 4)や術中凍結切片への応用 5)など，実用に近い研究が

多く見られるようになってきました．特に組織サンプルは，

患者の実組織サンプルを用いており，今後の医療への応用

が期待できます．また基礎研究では，生細胞の内部構造観

察を行ったという報告が，金沢大の福間先生のグループか

らなされた 6)．この「ナノ内視鏡 AFM」の技術は，できる

限り細長くした AFM 探針を細胞に挿入し，その針が内部

構造から受ける微小な力を検出，画像化するものです．今

後どこまで発展できるのか，非常に興味深い技術です． 

 

1) Tian, F. et al. (2021) N501Y mutation of spike protein in 
SARS-CoV-2 strengthens its binding to receptor ACE2, 
eLife, 10:e69091 

2) Yamagishi, A. et al. (2021) Study on Cancer Cell 
Invasiveness via Application of Mechanical Force to Induce 
Chloride Ion Efflux, Analytical chemistry, 93(26):9032-
9035 

3) Deptuła, P. et al. (2021) Nanomechanical Hallmarks of 
Helicobacter pylori Infection in Pediatric Patients, 
International Journal of Molecular Sciences, 22(11):5624 

4) Tschaikowsky, M. et al. (2021) Hybrid fluorescence-AFM 
explores articular surface degeneration in early osteoarthritis 
across length scales. Acta Biomaterialia, 126:315-325 

5) Neary-Zajiczek, L. et al. (2021) Stain-free identification of 
tissue pathology using a generative adversarial network to 
infer nanomechanical signatures. Nanoscale advances, 
3(22):6403-6414 

6) Penedo, M. et al. (2021) Visualizing intracellular 
nanostructures of living cells by nanoendoscopy-AFM, 
Science Advances, 7(52):eabj499 

0 

12.5 kPa 

図 1 NanoWizard V (BioAFM) 

図 2 細胞の

AFM 像と光学画

像の重ね合わせ 
5 um 

0 
接触力：0 pN 接触力：300 pN 
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ヤング率像 
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https://www.bruker-nano.jp/page1
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株式会社エビデント 
ライフサイエンス営業 
 

吉田 聡 

 

〒163-0910 

東京都新宿区⻄新宿 2-3-1 新宿モノリス 

 株式会社エビデントは 100 年以上の歴史を持つオリン

パスの科学事業の DNA を継承し，2022 年 4 月に誕生し

ました．これまで培ってきたオプトデジタルテクノロジー

をはじめとした知見やノウハウに，新たなビジネススタイ

ルや先進テクノロジーを加え，スピーディかつフレキシブ

ルな高付加価値を提供することで，世界に向けてさらなる

成長の可能性を明らかにします． 

エビデントのライフサイエンス分野ではこれまで，医学

研究や創薬・再生医療研究，病理や不妊治療といった分野

で顕微鏡関連製品やサービスを提供してまいりました．今

後は AI や IoT を活用した新しいソリューションへの投資

を積極的に行い，原点であるオリンパスの DNA を踏襲し，

全く新しいアプローチで課題解決に革新をもたらし，ワー

クフローソリューションで本質的な課題を解決し，お客様

の理想を実現してまいります． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

エビデントのライフサイエンス分野では，新たな取り

組みとして，クラウドサービスの提供を始めています．     

ライフサイエンス研究における実験記録の一元管理と

共有により，研究効率の向上に貢献するとともに，チー

ム内コミュニケーションの活性化をサポートします． 

弊社製品と本クラウドサービスを組み合わせて活用す

ることで，研究ワークフロー全体の課題を解決し，研究

活動の加速を実現いたします．（下図参照） 

https://www.olympus-lifescience.com/ja/olsc/data-

management-and-communication-support/ 

（弊社クラウドサービスのご紹介ページ） 

弊社はこれまで以上に幅広く，社会にとって不可欠な存在

となれるように努力してまいりますので，今後ともエビデ

ントをよろしくお願いいたします． 

https://www.olympus-lifescience.com/ja/ 

弊社ライフサイエンス分野 Web サイトもぜひご覧ください！ 

 

【革新】Evident’s New Approach 

【理想】Innovative Solution 

 

https://www.olympus-lifescience.com/ja/olsc/data-management-and-communication-support/
https://www.olympus-lifescience.com/ja/olsc/data-management-and-communication-support/
https://www.olympus-lifescience.com/ja/
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株式会社ニコン 
ヘルスケア事業部 
 

森山 真樹 

 

〒244-8533 

神奈川県横浜市栄区長尾台町 471 

E-mail: Masaki.Moriyama@nikon.com 

バイオメディカル分野において高精度に細胞をハンド

リングする技術が精力的に開発されています．例えば，顕

微鏡で細胞を観察後に，ある特徴を持った細胞のみを回収

して遺伝子情報を解析することや細胞の自動培養などに

使用されています．細胞操作技術は様々ありますが，細い

ガラス管を標的細胞に近づけて液体を吸引する勢いで回

収するものが主流になります 1．しかしながら，標的外の

細胞や大量の液体の吸引，底面に接着した細胞は回収困難

であることなどの課題が知られています．弊社では，これ

らの課題を解決する新しい細胞操作技術を開発しました

ので紹介いたします． 

 私たちの生活の中で良く見られる気泡はユニークな特

性を持っています．例えば，気泡に触れた感触があるよう

に，気泡で物体を押すことができます．また，気泡の気体

と液体の界面は表面張力を持ち，界面の表面積を小さくし

ようと物体を吸着する力が働きます．炭酸の気泡がコップ

の壁面に吸着する現象と同じです．これらの原理を応用し

たのが弊社で開発しました気液界面を用いた細胞操作技

術です．図１のように，標的細胞付近までノズル先端の位

置を調整した後に，空気を送り込んでノズル先端に気泡を

形成します．気泡は細胞を押すことができるため底面に接

着した細胞を剥がすことができます．さらに気泡に触れた

細胞は気泡表面に吸着するので，非常に精度よく標的細胞

のみを選択できます．また，細胞が吸着した界面を取り込

むことで回収できるため，大量の液体を吸引することなく，

数十ナノリットルの液量で細胞を回収できます．こちらの

原理は気泡の大きさに関わらず成り立つため，大きな対象

物も扱える汎用性の高い技術になり，多種多様な細胞に使

用されることが期待されます． 

図 1 気液界面を用いた細胞操作技術の原理 

 

これまでに各制御段階におけるメカニズムを明確にし

ており，安定的な細胞の剥離回収技術を実現しています．

特に細胞の気液界面への吸着力については，気体と液体の

界面自由エネルギー（E）が支配的であることを確認して

います．空気と純水の界面自由 E は 72 mN/m であり，空

気と細胞の界面自由 E は 67~69 mN/m であるため 2，気液

界面は界面自由 E を低くしようと細胞を吸着します．気

液界面への吸着力は細胞周囲の液体組成に依存し，タンパ

ク質等が豊富な培養液と空気の間では界面自由 E が低い

ために気液界面への細胞の吸着力は弱くなります．一方，

リン酸緩衝液等の無機塩のみの溶液に置換すると空気と

の界面自由 E が高くなるので吸着力が強くなり，細胞回

収の安定性が向上します． 

本技術を搭載した装置を弊社の倒立顕微鏡（ECLIPSE 

Ti2-E，ニコン）に取付けることで，細胞観察により選択し

た細胞を観察しながら回収することができます．実際に蛍

光波長の異なる蛍光タンパク質（FP-A，FP-B）を発現させ

た HeLa 細胞と OVCAR 細胞を混合培養した容器を蛍光観

察し，それぞれ１細胞のみを選択的に剥離回収して特定の

mRNA を qRT-PCR でコンタミネーションなく検出するこ

とが出来ました（図 2 青色枠）．さらに本技術では気液界

面に任意の細胞数を吸着して回収することが可能である

ため，任意の細胞数で回収すると β アクチン（ACTB）の

Ct 値が細胞数に比例して変化することを確認できました

（図 2 橙色枠）．これらの結果から非常に精度よく標的細

胞を回収できる可能性があると考えています．また，蛍光

タンパク質発現 HeLa 細胞を 1 細胞のみ回収して新しい容

器に移動させ，細胞増殖と蛍光発現を確認できたことから

細胞のクローニングへ応用できる可能性があります．スフ

ェロイドやコロニーのような大きな対象物に対しても任

意の細胞群を選択的に回収できました． 

 

図 2 細胞回収と mRNA 解析結果 

 

現在，気液界面により細胞に力を加えることができると

いう特性を利用したメカノバイオロジー分野への応用開

発を進めています．細胞に加えた力は気泡内圧を測定する

ことで把握し，細胞の形状変化は顕微鏡により捉えること

で，メカニクス解析へ応用出来る可能性を確認しています．

また，加える力を制御できるため，細胞刺激技術への応用

も期待されます． 

これらの結果から，気液界面を用いた細胞操作技術は幅

広い培養形態や細胞解析・クローニング・メカニクス解析

のようなアプリケーションへの活用を期待しています． 

ご希望頂けましたら技術紹介やデモ実施が可能ですの

で，ご興味のある方は記載の連絡先までご連絡ください． 

 

文献： 

1. Gross A. et al., “Technologies for Single-Cell Isolation”, 

International Journal of Molecular Sciences, Volume 16, 

Issue 8, 2015 

2.  Hato M., “Estimation of cell surface tension from the 

contact angle measurements”, Journal of Japan Oil Chemists' 

Society, Volume 37, Issue 6, 1988 
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６．研究室紹介 

 

神戸大学 

大学院工学研究科  

機械工学専攻 

先端流体工学研究分野 

 

今井 陽介 

 

〒657-8501 

神戸市灘区六甲台町 1-1 

yimai@mech.kobe-u.ac.jp 

 

 神戸大学大学院工学研究科機械工学専攻の今井と申し

ます．昨年度のバイオフロンティア講演会の出藍会の企画

でもお話しましたが，失業の危機を多方から助けていただ

き，2018 年 10 月，神戸大学に教育研究の場を与えていた

だきました．研究室は六甲山の麓にあります．麓と言って

も標高は 120 m を超えているそうで，正しくマスクを装着

したまま登り切ることは簡単ではありません．夏は無理な

ので満員のバスに乗ります． 

 我々は計算バイオメカニクスについて研究をしていま

す．実験室はなく研究室でひたすら数値計算をするので，

学生には少し大きい机と座り心地の良い椅子，4K ディス

プレイ×2，高性能のキーボードやマウスを使ってもらっ

ています（図 1）．バイオエンジニアリング部門の中で生

物から最も遠い研究室の一つかもしれません．計算バイオ

メカニクスとは，生命現象を力学法則に基づいて数理モデ

ル化し，コンピュータシミュレーションによって生命現象

の背景にある力学を明らかにしようとする研究分野です．

血球細胞から消化器まで広く計算モデルを開発してきま

したが，今はまだ，力学法則が適用できそうな題材を選ん

で研究しているに過ぎません． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 学生室の机と椅子 

 

消化管の内容物が適切に輸送されるためには消化管が

協調して運動する必要があります．代表的な消化管運動で

ある蠕動運動はカハールの介在細胞がそのペースメー

カーの役割を担っており，細胞活動が内容物の輸送速度を

絶妙に調整しているようです．しかし，本当に絶妙なので

しょうか．日本人の腸は捻じれていることが多く，そのた

め，便秘になりやすいと聞いたことがあります．細胞活動

がもう少し活発であるか，腸がもう少し短くても良い気が

します．植物の消化吸収には時間がかかるため，草食動物

の腸は肉食動物の腸より長いそうです．でも，パンダの腸

はクマの腸とあまり変わらないため，パンダは笹や竹を大

量に食べているそうです．とても絶妙とは思えません．こ

のようなことを数値計算で明らかにできるかどうかは分

かりません．できないような気もします．しかし，生体を

計算するとはどういうことなのか見えてくるかもしれま

せん．我々は，計算バイオメカニクスの研究を通して，生

体らしさ，例えば，機能，代謝，反応，再生を計算すると

はどういうことなのか見出したいと考えています． 

3 年前の 4 月，最初の 4 年生が配属されました．彼らの

ほとんどは，消極的第一希望（それほど人気がない研究室

を第一希望にすることで，希望しない研究室に配属される

のを回避する手法）を使ってやって来ました．合言葉は「あ

と何単位？」です．その中に「あと 14 単位」という学生

がいました．大学院入試もぎりぎりでした．しかし，何が

きっかけだったのか分かりませんが，気づいた頃には，彼

はいつも研究をしていました．薄膜の記述にアイソジオメ

トリック解析を応用する新しい計算モデルを開発し，修士

論文優秀発表賞を受賞しました．他 2 名の受賞者は学部の

成績優秀者だったそうです．学位授与式の日（図 2），彼は

研究室の後輩に「全力でやれば面白くなる．」という言葉

を残しました．何かを発見すること，何かを発明すること，

そして現実的には，何かを発表することに囚われすぎて，

大学における研究とは何であるのか，分からなくなってい

ることがあるように思います．私は，大学における研究は

人を育てるためにあると考えています．ですので，彼のよ

うな学生が出てきたことを誇らしく思っています． 

今年度は，大学院生 11 名，学部生 6 名と研究をしてい

ます．消極的でない第一希望も増えてきて，大学院生の中

には博士課程に進学予定の学生も 3 名います．ようやく研

究室らしくなってきました．驚いたことに，卒業研究の

テーマを自ら提案する学生も出てきました．研究室を支え

ているのは，石田駿一助教と竹田宏典博士研究員です．今

後の計算バイオメカニクスを牽引する人材だと思います

ので，良いポストがあったらお知らせください（いなくな

ると困りますが・・・）．最後になりましたが，今年度の

バイオフロンティア講演会を神戸大学で開催します．土日

はバスも空いていると思いますので，是非，お越しいただ

き，夜には神戸の夜景を楽しんでいただければと思います． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 研究室の集合写真 
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７．海外活動報告～あの日の Yale～ 
 
 
 

 

 

東北大学 

 

齋藤 匠 

 

 

 

 

時はコロナ禍 2021 年，Yale 大学（アメリカ合衆国

Connecticut 州 New Haven）の Julien Berro 准教授率いる研

究室へ研究留学しました．「Conneticut 州てどこ？ほんま

に渡航できるんか？」そんな状況で始まった挑戦でした． 

当時，私は出口真次先生（大阪大）ご指導の下，研究室

のみんなと楽しい学生生活を送っていました．博士後期 2

年の秋，修士で卒業した友人達が新しい環境で羽を伸ばし

頑張っている姿を見て，「自分はこのままでいいのか？」

と思うようになり，英語を含め，研究室外での経験など自

分に足りないものを見つめなおしていました．そして，（失

敗しても帰ってくる場所があるという甘えた気持ちとと

もに）学生のうちに留学しようと思い始め，気づけば様々

な研究室をググっていました．そして Berro 先生にメール

でアポを取り，迎えた最初のオンラインミーティングでは，

自分のやってきた研究を（英語能力はさておき）画面越し

に必死に伝えた記憶があります．その甲斐あってか，Berro

先生に受け入れていただき，さらには（Berro 先生ご家族

はサバティカルで不在のため代わりに）先生の家に住むこ

とになりました．  

単身渡米．New York の JFK 国際空港に到着し，そこか

ら少し北上していよいよ New Haven へ到着．大学と一体

化した伝統的な街並みや美しい大西洋を見た私は，時差ボ

ケを忘れるほど興奮しました．しかし，そこから（一人に

は広すぎる）Berro 宅で 10 日間の隔離生活が開始し，知ら

ない土地で生きていくことへの不安も感じ始めました． 

Berro 研究室は，New Haven のメインキャンパスから少

し離れた West Campus 内の Nanobiology Institute にありま

す．メインキャンパス近くにはお洒落なお店やカフェが立

ち並ぶ一方で，West Campus は広大な土地にポツンと研究

所が建っています．いよいよラボ初日，張りきって朝早く

に研究所に向かうと，ID を持っていないために入構でき

ず．かじかむ手で必死にメールをして，ラボのメンバーに

凍りかけの私を回収してもらいました．その結果，隔離中

に感じた不安も消え，温かい人達と温かいコーヒーを飲み

ながら（いろんな意味で）アイスブレイクをしました． 

研究と Berro 宅の芝刈りに勤しむ日々が始まりました．

私が所属した Nanobiology Institute では，共有スペースや

コーヒータイムで別のラボの研究者と話すこともありま

した（実はほとんどが世間話）．中には運動好きな私をフ

ットサルに誘ってくれた方もいて，広大な天然芝をみんな

で走り回っていました．また，毎週のように講演があり，

私も留学の最後には，Nanobiology Talk に招待され，留学

の総まとめを発表しました．その他にも，研究室を区切る

ような壁がないため，研究機器や試薬などの貸し借りもあ

り，横の繋がりが強い研究施設でした． 

研究室内は 7 名と少数ではあるものの，年齢・国籍の異

なる多様なメンバー構成です．私は主にポスドクの Yuan

指導の下，新たな分子張力センサーの開発に携わりました．

自分の知らない技術を英語で教わるのは簡単ではありま

せんでしたが，少数の構成だからこそ他のメンバーとも常

に情報共有できる環境で，日々経験を重ねるにつれて研究

室の力になれる実感が湧いてきました．Berro 先生との毎

週のミーティングでは，研究の相談だけでなく，アメリカ

での生活やBerro宅の状況などを気にかけていただきまし

た．ラボメンバーとは毎日のように昼食を共にし，研究以

外の交流も盛んでした．特にラボの友人でポスドクの

Iman とはドライブやハイキングなどを楽しみました．技

術補佐員の Qun さんは（ボッチ飯の私のために）頻繁に

自宅でディナーをごちそうしてくれました．他二人の学生

も毎日同じバスで帰りながら話したり，銀行など様々なと

ころに付き添ってくれたりしました． 

一方で，発展（と貧困）の NY を観光したり，Shohei Ohtani

が（大ブーイングの完全アウェイな）NY スタジアムで頑

張っているのを生で観てエネルギーをもらったりと，研究

室以外でも得難い経験を得ました．  

「なんとかなった」という表面的な成功ではなく，その

下にある困難や喜びの中で，私に関わる全ての人達に支え

られた日々であったことをお伝えしたく，「あの日の Yale」

と題して私の経験を共有させていただきました．  

最後に，私の経験を一番に考え，この挑戦を後押しして

いただきました指導教員の出口先生；留学中も日本からサ

ポートしていただきました石川拓司先生（東北大）や松永

大樹先生（大阪大）；そしてこの報告の機会を下さった部

門関係者の皆様に感謝申し上げます． 

 

写真：The Berro Lab: 左から Prof. Berro, Yuan, Saito, 

Barbara, Iman, Xiobai and Qun.  



27 

８．部門情報 

 

８．１ 講演会案内 

 

日本機械学会 2022 年度年次大会 

主 催：(一社)日本機械学会 

開催日：2022 年 9 月 11 日（日）～14 日（水） 

会 場：富山大学五福キャンパス（富山県富山市） 

ＵＲＬ：https://confit.atlas.jp/guide/event/jsme2022/top 

年次大会としては久々の現地開催を予定しております．

当部門では下記のセッションを開催しますのでご案内申

し上げます．年次大会のプログラム等の詳細は，学会

ホームページをご参照ください．また本年度も部門同好

会（部門懇親会）は開催されません．開催を楽しみにさ

れておられた方も多くいらっしゃるかと思いますが，何

卒ご理解の程よろしくお願いいたします． 

［部門講演プログラム概要］ 

9 月 12 日（月） 

9:00-10:00 

【J241】医工学テクノロジーによる医療福祉機器開発 

10:15-11:15 

【J021】ライフサポート 

10:30-12:30  

【W021】からだをミル(血視研） 

10:45-11:15 

【J151】ロボットの感覚・制御・学習 Ⅰ 

13:00-14:30 

【W122】成長適応型設計・製造法の構築に向けて 

13:30-14:30 

【J151】ロボットの感覚・制御・学習 Ⅱ 

【J024】傷害メカニズムと予防 Ⅰ 

14:45-15:45 

【J151】ロボットの感覚・制御・学習 Ⅲ 

【J024】傷害メカニズムと予防 Ⅱ 

 

9 月 13 日（火） 

9:00-10:00 

【S021】セルメカニクスとその再生医療・組織工学応用 Ⅰ 

【J026】バイオマテリアルおよび細胞/組織のプロセス・力

学・強度Ⅰ 

10:15-11:15 

【S021】セルメカニクスとその再生医療・組織工学応用 Ⅱ 

【J026】バイオマテリアルおよび細胞/組織のプロセス・力

学・強度 Ⅱ 

10:45-12:00 

【J231】感性・癒し工学 

11:30-12:30 

【S021】セルメカニクスとその再生医療・組織工学応用 Ⅲ 

13:00-14:30 

【W255】循環器疾患の治療デバイス・治療法の進展と工

学への期待 

13:30-14:45 

【J233】スポーツ流体 

 

9 月 14 日（水） 

9:00-10:00 

【J025】マイクロ・ナノ工学とバイオエンジニアリング Ⅰ 

【J023】衝撃波・超音波の医療・産業応用とその現象解明 Ⅰ 

【J162】医療・健康・福祉のためのセンシングおよびロボ

ティクス Ⅰ 

10:15-11:15 

【J025】マイクロ・ナノ工学とバイオエンジニアリング Ⅱ 

【J023】衝撃波・超音波の医療・産業応用とその現象解明Ⅱ 

【J162】医療・健康・福祉のためのセンシングおよびロボ

ティクス Ⅱ 

11:30-12:30 

【J025】マイクロ・ナノ工学とバイオエンジニアリング Ⅲ 

【J023】衝撃波・超音波の医療・産業応用とその現象解明Ⅲ 

【J162】医療・健康・福祉のためのセンシングおよびロボ

ティクス Ⅲ 

13:30-14:30 

【J025】マイクロ・ナノ工学とバイオエンジニアリング Ⅳ 

【J162】医療・健康・福祉のためのセンシングおよびロボ

ティクス Ⅳ 

14:45-15:45 

【J222】機械工学に基づく細胞アッセイ技術 Ⅰ 

【J022】流体工学とバイオエンジニアリング Ⅰ 

16:00-17:00 

【J222】機械工学に基づく細胞アッセイ技術 Ⅱ 

【J022】流体工学とバイオエンジニアリング Ⅱ 

 

第 33 回バイオフロンティア講演会 

主 催：日本機械学会バイオエンジニアリング部門 

開催日：2022 年 12 月 17 日（土）〜 18 日（日） 

会 場：神戸大学六甲台第二キャンパス（兵庫県神戸市

灘区六甲台町 1-1） 

ＵＲＬ: https://www.jsme.or.jp/conference/biofrconf22/ 

 

開催趣旨：日本機械学会 第 33 回バイオフロンティア講

演会は，神戸大学六甲台第二キャンパスにて，約二年半

ぶりの現地開催を予定しています．この四月から神戸大

学でも全面的に対面授業を再開しました．学生と教員が

同じ教室に集まって対話をすることが，教育と研究の基

本であることを改めて感じます．バイオフロンティア講

演会は，バイオエンジニアリングの未来を開拓しようと

する大学院生や若手研究者と，バイオエンジニアリング

の現在を構築してきたシニアの研究者が集まり，自由闊

達に対話をする教育と研究の場です．優れた講演を行っ

た若手会員を「バイオエンジニアリング部門若手優秀講

演表彰」として表彰し，その中から数名を「日本機械学会

https://confit.atlas.jp/guide/event/jsme2022/top
https://www.jsme.or.jp/conference/biofrconf22/
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若手優秀講演フェロー賞」に推薦します．また，バイオエ

ンジニアリング部門の若手会員コミュニティである出藍

会の特別企画や国際委員会のバイオフロンティアシンポ

ジウムも開催されます，新型コロナウィルス感染症の収

束は未だ不透明ですが，奮ってご参加いただけますよう

お願い申し上げます． 

参加登録費：正員 8,000 円／会員外 18,000 円／正員（博

士後期課程在籍者）3,000 円／学生員 3,000 円／会員外（学

生）6,000 円／特別員 8,000 円 

スケジュール：演題登録締切 2022 年 9 月 16 日／講演原

稿提出締切 2022 年 11 月 4 日／参加登録締切 2022 年 11

月 30 日． 

問合せ先：第 33 回バイオフロンティア講演会 実行委員

会事務局／〒657-8501 神戸市灘区六甲台町 1-1／神戸

大学大学院工学研究科機械工学専攻先端流体工学研究分

野内／E-mail: biofrconf22@jsme.or.jp 

 

第 35 回バイオエンジニアリング講演会 

主 催：日本機械学会バイオエンジニアリング部門 

開催日：2023 年 6 月 3 日（土）〜 4 日（日） 

会 場：日立システムズホール仙台（仙台市青年文化 

    センター，宮城県仙台市青葉区旭ヶ丘 3-27-5， 

    https://www.sendaiycc.jp/access） 

ＵＲＬ：https://www.jsme.or.jp/conference/bioconf23/ 

 

開催趣旨：本講演会は 1988 年度より交互に開催されてい

たバイオメカニクスカンファレンスとバイオエンジニア

リングシンポジウムを 1997 年度に統一して始まりまし

た．その後のバイオエンジニアリングの発達はめざまし

く，医療・福祉やバイオ産業のみならず，メカノバイオロ

ジーなどの基礎科学へも大きく貢献することが期待され

ております．今回の講演会では，前回の第 34 回バイオエ

ンジニアリング講演会同様に口演はすべてシンポジウム

形式とし，最新の知見について議論できる場になるよう

企画致します．また，一般演題はすべてポスターセッシ

ョンとしてバイオエンジニアリングに関連する幅広い分

野から募集し，さらなる活発な議論や情報交換ができる

場を提供致します． 

一般ポスターセッション：筋骨格系のバイオメカニクス

／硬組織のバイオメカニクス／呼吸器系のバイオメカニ

クス／循環器系のバイオメカニクス／再生医療・ティッ

シュエンジニアリング／軟組織のバイオメカニクス／細

胞・分子のバイオメカニクス・メカノバイオロジー／衝

撃・衝突のバイオメカニクス／スポーツバイオメカニク

ス／生体熱現象・熱解析／生体計測／自然界のバイオメ

カニクス／バイオミメティクス／バイオマテリアル／バ

イオロボティクス／バイオ MEMS・ナノテクノロジー／

福祉工学／人工臓器／臨床のバイオエンジニアリング・

医療機器／その他 

 

問合せ先：第 35 回バイオエンジニアリング講演会事務局 

実行委員長 石川拓司，幹事 菊地謙次 ／〒980-8579 

仙台市青葉区荒巻字青葉 6-6-01／東北大学大学院医工学

研究科／E-mail: bioconf23@jsme.or.jp 

８．２ 講演会報告 

第 11 回アジア太平洋バイオメカニクス会議
（AP Biomech 2021）を終えて 

 

組織委員長 安達 泰治（京都大学） 

幹事 亀尾 佳貴（京都大学） 

 

開催日：2021 年 12 月 2 日（木）～ 5 日（日） 

会 場：オンライン開催 

 

アジア太平洋バイオメカニクス会議は，日本機械学会バ

イオエンジニアリング部門と Asian-Pacific Association for 

Biomechanics (APAB)が主催となり，アジア・環太平洋地域

諸国においてバイオメカニクス研究を推進している研究

者や学生に対し，最新の研究情報交換や今後の研究展開に

ついて議論する場を提供することを目的としています．こ

の度の第 11 回会議（HP：https://apbiomech2021.org/）では，

生体組織・細胞の力学解析や計測などの基礎的分野を中心

に，組織工学・再生医工学や生体医工学などの応用分野を

含む幅広い領域の講演を実施しました．オンライン開催に

もかかわらず，国内から 250 名，海外から 14 か国 130 名，

計 380 名の方にご参加いただき，皆様のお陰をもちまし

て，盛会のうちに終えることができました． 

本学術会議では，Chwee Teck Lim 先生（シンガポール国

立大学），Tung-Wu Lu 先生（国立台湾大学），和田成生先

生（大阪大学）という，現在のバイオメカニクス研究分野

を牽引しておられる 3 名の著名な先生方をお招きし，プレ

ナリー講演を行っていただきました．また，シンポジウム

講演として，「Cellular/Molecular Biomechanics and Related 

Engineering」「Experimental Joint and Tissue Biomechanics」

「Gait and Kinesiology」「Micro-Nano Tissue Engineering」

「Biofluids」という 5 つのカテゴリーに分かれ，24 名の先

生方に，最新の研究成果についてご講演いただいたほか，

朝一番のセッションでは，「Opening Talk of the Day」と題

して，Taeyoon Kim 先生（パデュー大学・京都大学）なら

びに平島剛志先生（京都大学）に，一日の始まりに相応し

いフレッシュなご講演を頂き，それぞれ活発な議論が交わ

されました．さらに，会期中に行われた APAB 会長の交代

にあわせて，前会長の松本健郎先生（名古屋大学）と新会

長の James Goh 先生（シンガポール国立大学）のご両名の

先生方にご講演とご挨拶を頂きました． 

アジア太平洋バイオメカニクス会議では，2015 年の第 8

回会議より，APAB 設立に貢献された初代会長の山口隆美

先生（東北大学）を記念した若手研究者賞「Yamaguchi 

Medal」の受賞講演と授賞式を実施しております．この度

の第 11 回会議におきましても，「 Bone and Joint 

Biomechanics」分野から Liming Shu 先生（東京大学），

「Cardiovascular BioFluid Mechanics」分野から大谷智仁先

生（大阪大学），「Cellular and Molecular Biomechanics」分野

から Su Bin Lim 先生（亜洲大学校），「Gait and Kinesiology」

分野から Chih-Chun Lin 先生（国立成功大学），「Soft Tissue 

Mechanics」分野から Carina Blaker 先生（シドニー大学）

がそれぞれ受賞され，素晴らしい受賞講演を頂きました． 

一般講演は，すべてポスター発表形式で実施いたしました．

https://www.sendaiycc.jp/access
https://www.jsme.or.jp/conference/bioconf23/
https://apbiomech2021.org/
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参加者の皆さまには，Gather.Town というオンライン会議

プラットフォーム上に構築された巨大なポスター会場の

中で，往年のロールプレイングゲームさながらに自身のア

バターを操作し，ポスター発表と議論を行っていただきま

した．先例の無いバーチャル環境でのポスター講演ではあ

りましたが，全 260 件ものポスターが集まり，例年を上回

る盛り上がりとなりました．また，若手による次世代戦略

委員会が中心となり，一般講演として提出されたすべての

抄録の中から，特に優れた 9 件の抄録を「Outstanding 

Abstract Award」として表彰するとともに，当該抄録の著者

の先生には，特別セッションにて口頭講演を行っていただ

きました．さらに，夕刻に催された参加者同士のネット

ワーキング企画では，各種受賞者へのインタビューのほか，

参加者全員を対象としたくじ引き企画を実施するなど，現

地開催とはまた一味違った国際交流を楽しんでいただけ

たことと思います． 

次回の第 12 回アジア太平洋バイオメカニクス会議は，

2023 年にマレーシアでの開催を予定しております．また

現地で皆様とお目にかかれますことを楽しみにしており

ます．最後になりましたが，本学術会議の開催に当たり，

大変多くの方々より献身的なご支援，ご協力を賜りました．

実行委員会の皆さま，日本機械学会事務局の皆さまをはじ

め，本会議の開催を支えていただきましたすべての方々に

深く感謝申し上げます． 

 

Outstanding Abstract Award 表彰（*発表者） 

“Recurrent mild knee injuries contribute to increasing joint 

pathology irrespective of recovery period” 

*Carina Blaker1, Ben Ventura, Vanessa Lo Basso, Cindy Shu, 

Christopher Little, Elizabeth Clarke (1. University of Sydney)  
 

“Process and mechanism of formation of spatially heterogeneous 

glioblastoma cell populations in a microfluidic device” 

*Yuta Chonan1, Tadahiro Yamashita, Ryo Sudo (1. Keio 

University) 
 

“Exploring mechanical effects of DNA twisting on RNA 

polymerase II activities” 

*Jumpei Fukute1, Koichiro Maki, Taiji Adachi (1. Kyoto 

University)  
 

“Migration characteristics of Dictyostelium discoideum 

depending on oxygen environment” 

*Satomi Hirose1, Jean-Paul Rieu, Kenichi Funamoto (1. Tohoku 

University) 
 

“Ventricle of terrestrial Anura has higher resistance to internal 

pressure than that of aquatic and semiaquatic Anura” 

*Megumi Ito1, Mizuna Shibayama, Shukei Sugita, Masanori 

Nakamura, Yoshihiro Ujihara (1. Nagoya Institute of 

Technology) 
 

“Faster interstitial flow in the aorta of a mouse model of 

angiotensin II-infused aortic dissection” 

*Hiroomi Kaida1, Aika Yamawaki-Ogata, Yoshihiro Ujihara, 

Masanori Nakamura, Yuji Narita, Shukei Sugita (1. Nagoya 

Institute of Technology) 
 

“Mechanical characterization of tubular bioactuator using 

human iPS cell-derived cardiomyocytes” 

*Hiroko Kurita1, Mitsugu Todo (1. Kyushu University, Japan) 

“Biomechanical study of pulsatile tinnitus pathology” 

*Shan Tian1, Lizhen Wang, Yubo Fan, Zhaohui Liu (1. Beihang 

University) 
 

“Mechanical force-induced selective cancer cell killing” 

*Ajay Tijore1, Mingxi Yao, Yu-Hsiu Wang, Anushya Hariharan, 

Yasaman Nemtabkhsh, Bryant Lee Doss, Chwee Teck Lim, 

Michael Sheetz (1. National University of Singapore) 

 

第 32 回バイオフロンティア講演会を終えて 

 

実行委員長 中村 匡徳（名古屋工業大学） 

 

開催日：2022 年 1 月 12 日（水），13 日（木）  

会 場：オンライン開催 

 

第 32 回バイオフロンティア講演会は，前回大会に引き

続き，オンラインでの開催となりました．諸事情により，

実行委員長を拝命したのが，開催約 3 ヶ月前ということ

で，慌しい準備となりました．演題募集から講演原稿締切

まで時間がほとんどなく，申込をしていただいた方々には

いろいろとご苦労をおかけすることになりました．この場

を借りて，陳謝させていただきたく思います． 

決めながら走るドタバタの準備ではありましたが，本講

演会には，243 名（正員：88 人，会員外：1 人，学生員：

154 人）に参加いただきました．また，発表件数は 160 件

（フェロー賞対象 136 件，OSP 対象 151 件）であり，例年

より多くのご参加をいただきました．参加していただいた

皆様には多大な感謝を申し上げます． 

例年ですと，この記事には，学会の開催に関する四方山

話が書かれています．しかし，今回は特別記事として，

「oVice を使用した講演会の実施～リアルとバーチャルの

いいところ取りを目指して～」を寄稿しておりますので，

詳細はそちらに任せることとし，そこには書かれていない

話を書きたいと思います． 

今回の講演会では，「Outstanding Student Presentation 表

彰」を新設しました（今回一度限りですが．．．）．これは，

バイオエンジニアリング部門が主管する学会でそもそも

賞が少ないという問題に起因しています．学生が受賞でき

るチャンスは，機械学会フェロー賞だけであり，それも受

賞対象者の 20 人に 1 人の割合です．第 31 回バイオフロン

ティア講演会までは，フェロー賞はエントリー制（講演申

込時）でした．その結果として，演題数は 90 件ぐらいあ

るにもかかわらず，エントリーが 40 名程度で，受賞は 2

名というようなことになっていました．これにより，バイ

オエンジニアリング部門は非常に幅広い学術分野を扱っ

ているにも関わらず，全く違う分野の講演者同士が比べら

れるという事態になっており，なんとかしたいと思ってい

ました．本講演会では，10 人に 1 人程度の割合で，かつ，

必ずどの分野からでも被表彰者が出るような仕組みを作

りました．結果としては，8人に 1人の割合になりました．

表彰されて嫌な人はいないでしょうということで，多少大

盤振舞しました．被表彰者のリストは本原稿の最後につけ

ておきます．表彰された皆さん，おめでとうございました． 

本原稿を書いている時点では，多くの学会がオンサイト

（対面）開催になってきているようです．しかし，オンラ

インを撤廃するという短絡的な形にはなってほしくない

とも思ってます．オンラインにはオンラインのメリットが

あり，併用するというのが望ましい形でないでしょうか．

隙間時間に参加できるということはオンラインのよく知

られたメリットだと思います．これは，他の業務があって
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も空き時間に参加できるという面が強調されていますが，

それだけではないと思います．昨今のワークライフバラン

ス事情を考えると，小さい子供がいる場合，2~3 日，家を

空けるということは必ずしも望ましい形ではありません．

また，交通費の節約という現実的な側面も無視できません．

今後，バイオエンジニアリングが隆盛を極めていくために

も，様々な背景を有する方に参加いただくことが必要です．

そのためにも，オンラインでの参加枠は残してくことが必

要なのではないかと思っています． 

最後になりますが，講演会の開催にあたり，ご協力いた

だいた方に厚く御礼申し上げます．表彰の採点を担当して

くれた先生方，oVice の使い方を伝授してくれた先生方，

座長の先生方，本当にどうもありがとうございました．ま

た，講演会の幹事を務めてくれた杉田修啓先生，氏原嘉洋

先生，事務を担当していただいた曽根原さんには，ここに

記して感謝の意を表します． 

 

Outstanding Student Presentation 表彰 

住平 航（大阪大学）, 篠原雅侑（慶應義塾大学）,  

丁 詩航（大阪大学）, 森倉 峻（慶應義塾大学）,  

齋藤稜介（名古屋大学）, 渡邊彩加（新潟大学）,  

金子 翼（慶應義塾大学）, 白井愛理（電気通信大学大学）, 

松井栞里（慶應義塾大学）, 金 楊姸（慶應義塾大学）,  

志水洸太（東北大学）, 横山優花（京都大学）,  

鈴木孝祐（名古屋工業大学）, 河﨑貴哉（京都大学）,  

高橋龍（九州大学）, 德永絢子（電気通信大学）,  

本多満洋（筑波大学）, 竹内 翠（慶應義塾大学）,  

小谷優太（早稲田大学）, 岡田宜佳（早稲田大学） 

 

 

 

第 34 回バイオエンジニアリング講演会を
終えて 

 

実行委員長 工藤 奨（九州大学） 

 

開催日：2022 年 6 月 25 日（土），26 日（日） 

会 場：福岡国際会議場，OS はハイブリッド開催 

 

 第 34 回バイオエンジニアリング講演会を 2 年半ぶりに

現地で開催することができました．講演数は，OS は 80 件，

ポスターは 169 件となり，システム上で登録された参加者

は 360 名以上となりました．多くの方にご参加いただき心

より感謝申し上げます． 

 今回，初めての試みとして OS を公募してみました．多

くの先生方から OS の提案があり，大変ユニークな内容の

OS を組むことができました．異分野融合も意識し，部門

外，学会外からの講演も入れてくださいと，一部のオーガ

ナイザーの先生方に依頼しました．どのセッションも大変

刺激的で，オーガナイザーの先生方，セッション構成大変

ありがとうございました．心より感謝申し上げます． 

 バイオエンジニアリング部門では，医工連携が重要であ

るという認識はあったのですが，ここ数年は臨床の先生方

の参加があまりありませんでした．第 32 回から，日本循

環器学会とのジョイントセッションだけではなく，日本臨

床バイオメカニクス学会ともジョイントセッションを組

むことで，臨床の先生方と議論できるセッション構成にな

ってきました．今回は，循環器のバイオメカクス，体外臓

器灌流，硬組織とインプラントの力学的・生物学的相互作

用のセッションでも臨床の先生方にご講演いただき議論

できる場を設けることができました．今後もこのような形

で臨床の先生方と意見交換ができる講演会になることを

期待しています． 

 また，バイオエンジニアリング部門では，以前から産業

界とのつながりをもっと密にしたいという思いがあり，個

人的にも講演会で産業界の方からの講演が増えるといい

なと思っておりました．産業界の方からも，医療機器など

の分野で共同研究をおこないたいという要望はいただい

ておりましたが，特許などの関係で産業界の方々が最新の

成果を発表するということはかなりハードルが高く，産業

界の方々の参加方法を模索しておりました．今回の講演会

では，産業界の方々に参加・講演していただき，バイオエ

ンジニアリング部門の研究を直接みてもらうことに重き

を置きました．そこで，今後の共同研究の足掛かりにして

ほしいということで，最新の研究成果ではなく，こういう

共同研究をしたいですという内容で講演をお願いしまし

た．いくつかのグループと共同研究の要望をいただいてお

り，当日も具体的な案件の打ち合わせがおこなわれて順調

に進んでいるグループもできたことを大変うれしく思います． 

 ポスター会場では，2 日間にわたり活発な議論がおこな

われました．ポスター会場での活気を見ると，現地開催の

良さを改めて実感することができました．今回，学生員を

対象とした賞 (Outstanding Student Poster Presentation) と

若 手 正 会 員 を 対 象 と し た 賞  (Outstanding Poster 

Presentation) を設置しました．審査員の先生方には大変な

ご苦労をおかけしましたが，ご協力ありがとうございまし

た．厳正な審査のもと 17 件の Outstanding Student Poster 

Presentation と 4 件の Outstanding Poster Presentation を表彰

しました．素晴らしい講演内容でバイオエンジニアリング

部門の研究レベルの高さを改めて実感することができま

した．表彰された方には心よりお祝い申し上げます．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Outstanding Student Poster Presentation 表彰後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Outstanding Poster Presentation 表彰後 
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 同じ時期に実行委員長と部門長を経験し，個人的には

ハードだったのですが，無事講演会をおこなうことができ

ました．新しく OS を公募してみたり，産学連携のセッシ

ョンをつくってみたり，ハイブリッドシステムを導入して

みたりと，いろいろ取り入れてみました．すべて滞りなく

講演会を運営できたのは，幹事の世良俊博先生をはじめ実

行委員会の先生方のおかげです．実行委員の先生方には，

心より感謝申し上げます．本当にありがとうございました． 

 当初懇親会の場所を予約はしておりましたが，立食形式

での懇親会は難しいということで，断念せざるを得ません

でした．一つだけ心残りは，恒例の万歳三唱ができなかっ

たことです．仙台で開催される第 35 回バイオエンジニア

リング講演会では，大声を張り上げて万歳三唱ができるこ

とを祈っております．今回は，多くの方にご参加いただき

大変ありがとうございました．また皆様と仙台でお会いで

きることを楽しみにしております． 

 

Outstanding Poster Presentation表彰 

横山優花（京都大学）, 竹田宏典（神戸大学）, 

倉元昭季（東京工業大学）, 川嶋大介（千葉大学） 

 

Outstanding Student Poster Presentation 表彰 

木内 翠（東京工業大学）, 北川智晃（九州大学）,  

武藤剛嗣（京都大学）, 石崎裕聖（名古屋大学）, 

小枝大桃（千葉大学）, 所 文哉（大阪大学）, 

石破和弥（九州工業大学）, 中島 輝（関西大学）,  

富田航世（名古屋大学）, 千羽雅大（慶応義塾大学）,  

友國佑哉（同志社大学）, 山城 寿（九州大学）,  

若林憲信（早稲田大学）, 貞清正真（福岡工業大学）,  

田中詩織（東京農工大学）, 土井亨太（九州大学）,  

髙木洸樹（東北大学） 

 

 

 

８．３ 部門賞  

 

功績賞を受賞して 
 

山本 憲隆  

 

立命館大学 

理工学部機械工学科 

教授 

 

 

この度は，バイオエンジニアリング部門の功績賞を賜り

誠にありがとうございます．長年にわたりご指導いただい

た先生方，共に研究をさせていただいた先生方，一緒に研

究に取り組んでくれた学生の皆様に心よりお礼申し上げ

ます．そしてなにより最もお世話になった林紘三郎先生に

直接お礼を申し上げたいところですが，それが叶わず残念

です． 

 私は 4 回生の卒業研究から京都大学工学部機械工学科

の大矢根研究室（大矢根守哉先生は今年 100 歳を迎えられ

てお元気です）に所属して，塑性加工のトライボロジーの

研究をしていました．D3 のときに指導教員であった助教

授の島進先生（林先生とは京大機械工学科で同期）から，

「ちょっと遠いけど，いい話があるんだけど」と言われま

した．「どこですか？」「北大なんだけど」「ぜんぜん問題

ないですよ」「研究は生体，バイオメカニクスなんだけど」

「え～？」それまで，バイオメカニクスなんて見たことも

聞いたこともなかったので．当時，機械工学科の中で生体

に関する研究室など皆無に近い状態でした．私が躊躇して

いると，「まあ一度会って話を聞いてみれば」ということ

で，林先生にお会いして，話を聞くことになりました．バ

イオメカニクスや人工心臓について世界を相手に研究し

ていると熱く語る林先生を見て，これは違う私の住む世界

ではないと思ったのですが．．．．．結局，北大林研の助手に

採用していただき，バイオメカニクスの研究をゼロからス

タートしました． 

 北大では，腱・靭帯のバイオメカニクスの研究をするこ

とになりました．ちょうど北大医学部整形外科との共同研

究が始まり，大野和則先生と大学院生の栗山裕之君と膝蓋

腱のストレスシールディングの動物実験を開始しました．

ウサギの膝蓋腱にステンレス鋼のワイヤーをかける手術

を施し，作用する負荷を完全に 0 にすると，引張強度が正

常値の 9％まで劇的に低下することがわかりました．「現

象としてはおもしろいけど，そのメカニズムは何ですか？」

と講演会等でよく質問されました．その後も，次々と整形

外科から先生方が来られ，大学院生も入学してきて，一緒

に研究を進めることができました．その過程で，腱・靭帯

を構成しているコラーゲンやプロテオグリカンなどの細

胞外マトリクスに興味を持ち，コラーゲン線維束，線維，

原線維，分子とより微細な方へと研究を進め，さらにこれ

とは逆に分子から原線維の再構成へと研究を進めてきま

した．いまだにメカニズムの解明には至っていませんが，

一生かかっても答を出すことがむずかしい研究テーマに

出会えたことは，一つの研究テーマを深く掘り下げていく

タイプの私には幸運だったと思います．ただ残念なことは，

近年隆盛を極める細胞バイオメカニクスの研究に比べて，

細胞外マトリクスのバイオメカニクスの研究者がわれわ

れ以外にほとんどいないことです． 

 この功績賞を受賞できたのは，2014 年度に部門長を務

めさせていただいたことによると思います．ただ，当時の

バイオエンジニアリング部門では実際に部門を回してい

るのは幹事で，当時幹事を務めていただいた玉川雅章先生

には大変お世話になりました．私も，2002, 2003 年度に幹

事となり，最も部門に貢献できたのはこの頃だったと思い

ます．当時の部門長の方々は非常に個性的な方が多く，こ

の方々をコントロールして何とか部門を回すことができ

たと思っていたのですが．ただ，この当時の先生方が私の

ような若輩者の言うことを聞いてくださったのも，林先生

の影響力のおかげかもしれません．もう林研を離れて 7 年

経っていたのですが． 

 学生のときに，島先生から言われた言葉で，今でも大事

にしている言葉があります．「研究にもストーリーが必要や．

あれもやった，これもやった，というだけではダメで，そ

れらのことが有機的に結びついて一つのストーリーが描け

るような研究をしないといけない」と．ストレスシールデ

ィングの研究に始まり，そのメカニズムの解明を目指して，

コラーゲン線維束，線維，原線維，分子とより微細な方へ

と研究を進め，さらに分子から原線維の再構成へと研究を

進めてきましたが，はたしてストーリーが描けたかどうか？

判定がむずかしいところですが，完結にはまだ程遠く，さ

らに研究を続けたいと思っています．できれば 100 歳まで． 
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業績賞を受賞して 
 

玉川 雅章 

 

九州工業大学 

大学院生命体工学研究科 

教授 

 

 

この度は，バイオエンジニアリング部門業績賞を賜り，

身に余る光栄に思っております．これは，私ひとりの力で

はなく，本部門で育てていただきました数多くの先生方や

諸先輩のご指導，支えていただいた共同研究者や大学院生

の方々のお陰と思っております．心から感謝申し上げます． 

特に，学部時代より流体力学の基礎とともにバイオエン

ジニアリングの研究の面白さを教えていただいたバイオ

エンジニアリング部門創成時のメンバーである京都大学

赤松映明先生に大変感謝しております．  

2020 年度のニュースレター“バイオエンジニアリング

の歴史”にも書かせていただきましたが，赤松先生からの

「衝撃波をラット臓器に当ててくれないか？」の一言が，

バイオエンジニアリング研究開始の糸口になったのかと

回想しています．当時は，大学院生修士学生として，数値

流体力学（CFD）に関する研究を東京大学生技術研究所・

小林敏雄先生のもとで行っており，スペクトル法と差分法

での計算精度のことを取り上げ，日々バーガーズ方程式を

見ていた自分にとって，ちょうど真逆のアプローチへの誘

いに驚きを覚えつつ，修士終了後，京都大学に戻り助手と

して研究をスタートしました． 

当時，流体工学にもバイオメカニクスにもカテゴリーと

して存在しなかった衝撃波のバイオメカニクスの分野で

ある衝撃波の生体組織に及ぼす作用の研究をしていくと，

CFD のような研究分野と比べると，研究者層が桁違いに

少なく，文献数も少ないため，他国の軍事研究の報告書ま

で調べるなど，情報収集もかなり苦労した記憶があります． 

そんな中で，科学研究費の重点領域研究時から参加させ

ていただいた衝撃波研究会の主要メンバーである東北大

学流体科学研究所・高山和喜先生，東北大学医工学研究科・

小玉哲也先生，東北大学医学部・折笠精一先生，京都府立

医科大学・渡邉泱先生，内田睦先生，熊本大学・Hosano 

Hamid 先生などの先生方はじめ，その他の関連研究者や

メーカー技術者から多くを学び，衝撃波のバイオメカニク

ス研究を続けることができました．これらの方々にも感謝

しております． 

衝撃波以外では，卒業研究で赤松先生からいただいた課

題の”ローラポンプの流路形状変更による溶血低減”を行

った関係で，血液ポンプでの赤血球の溶血に興味を持って

いたため，修士で学んだ CFD を用いた溶血予測の研究も

始めました． 

このような衝撃波医療や血液流れ解析という大枠の

テーマを基本として，京都大学工学研究科からエネルギー

科学研究科，現在の九州工業大学大学院生命体工学研究科

に移ってからも，衝撃波のドラッグデリバリーシステムへ

の応用，せん断流れ場での溶血・血栓現象の CFD による

予測や血栓可視化に関する研究，好中球推進機構の界面工

学モデルによる研究，人体転倒時の衝撃の解析など，さら

にはこれらをもとにした海外研究者，企業や医療関係者か

ら持ち込まれた研究についても随時進めていますが，まだ

どれも未達のことが多いことを痛感しています． 

しかしながら，今回の受賞を機に，今後も本バイオエン

ジニアリング部門の発展に貢献できるような研究活動と

大学院生などの若手研究者の研究マインド涵養の機会提

供に努めてまいりたいと思います． 

 

 

 

瀬口賞を受賞して 
 

奥田 覚 

 

金沢大学 

ナノ生命科学研究所 

准教授 

 

 

この度は歴史ある瀬口賞を賜り大変光栄に存じます．こ

れまでお世話になりました先生，職員，先輩，後輩，学生

の皆様に感謝し，この場をお借りして御礼申し上げます． 

私とバイオエンジニアリングとの出会いは，2004 年に

入学した京都大学工学部物理工学科の授業に遡ります．同

学科の先生方の熱心な講義から，研究と教育を業とする学

者への道を志しました．特に，学部 2 回生に受講した田中

基嗣先生（現 金沢工業大学）の授業にて，自己再生する

未来の材料開発に関するお話に魅了され，学部 4 回生では

田中先生の在籍された北條正樹先生の研究室の門戸を叩

きました．当時の研究室には，安達泰治先生，井上康博先

生，田原大輔先生（現 龍谷大学），オケヨ・ケネディ先生，

亀尾佳貴先生等の多数の先生，先輩方が在籍され，機械工

学と生命科学が交わる学際的な議論に大きな刺激を受け

ました． 

学部 4 年生から修士課程までの 3 年間は，北條先生と井

上先生のご指導の下で，溶融高分子の計算力学研究に取り

組みました．機械工学と物性物理学が融合されたこの研究

では，物性物理学の体系化された理論とアプローチに釘付

けとなりました．このように機械工学，生命科学，物性物

理学が混じり合う学際的な環境を築かれ，様々な学びの機

会をくださった北條先生，ならびに，物理的な思考と自由

な発想の大切さを説き，無知な私を粘り強くご指導下さっ

た井上先生に対して，心より感謝致します． 

博士課程では，生体力学への興味が高まり，京都大学に

おいて新しく研究室を立ち上げられた安達先生の研究室

にて，多細胞の力学動態に関する計算力学研究に取り組ま

せていただきました．これをきっかけとして，三好洋美先

生（東京都立大学），坪田健一先生（千葉大学），和田成生

先生（大阪大学），氏原嘉洋先生（名古屋工業大学），出口

真次先生（大阪大学），松本健朗先生（名古屋大学），越山

顕一朗先生（徳島大学），伊井仁志先生（東京都立大学），

佐藤克也先生（徳島大学），中村匡徳先生（名古屋工業大

学），杉田修啓先生（名古屋工業大学），長山和亮先生（茨

城大学），前田英次郎先生（名古屋大学），坂元尚哉先生（東
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京都立大学）等，紙面には書ききれない程の多くの方と出

会う機会に恵まれました．このようなバイオエンジニアリ

ング部門の先生方と出会えた博士課程は様々な価値観に

触れる特別な期間となりました．特に，安達先生からいた

だいたご指導の多くは今でも記憶に新しく，安達先生との

議論を通して築かれた価値観は，研究と教育に対する信念

として今では自身の一部となっており，未熟な私を情熱を

持ってご指導くださった安達先生には感謝の念に堪えま

せん． 

2013 年には博士の学位を賜り，生命現象における力学

をより深く探求したいという思いから，理化学研究所の笹

井芳樹先生（故）の研究室へ移り，器官の自己組織的な発

生過程を試験管内に再現する世界最先端の生物学研究に

触れる機会をいただきました．笹井先生よりいただいたご

指南は以降の研究と教育に対する大きな目標となってお

り，その思いの詰まったご指導に深く感謝しています．そ

の後，永樂元次先生（現 京都大学），竹市雅俊先生（理化

学研究所），林茂生先生（理化学研究所），Stanislav Y. 

Shvartsman 先生（プリンストン大学）等のご助力により，

理化学研究所と京都大学にて研究を継続し， 2019 年より

現職の金沢大学にて自身の研究室を立ち上げることにな

りました． 

金沢大学へ移ってからは同大学の福間剛士先生，坂本二

郎先生等，多数の先生方からご助力とご支援をいただき，

無事に研究室を立ち上げることができました．その後，慶

応義塾大学の須藤亮先生，山下忠紘先生，Kim Jeonghyun

先生（現 名古屋大学），安達研の後輩である牧功一郎先生

（現 京都大学），竹田宏典さん（現 神戸大学），安藤悠太

さん，仲尾信彦さん等，多くの方が研究室をご訪問下さり

大変励まされました．2022 年現在の研究室には，助教で

ある岡本和子先生や修士・博士の大学院生が多数加わり，

研究と教育の活動も日々充実しています．このように研究

と教育を続けられている現在が皆様のお陰であることを

改めて痛感します． 

最後に，瀬口賞の由来である瀬口靖幸先生は安達先生の

修士課程時の指導教員であると伺い，本部門に根付く研究

と教育に対する信念や情熱が一人一人の先生方の努力に

よって脈々と受け継がれていることに感銘を受けました．

今後も，自身を研磨し，好奇心と探求心をもって研究と教

育に取り組み，次代の学問と社会の発展に寄与すべく，誠

心誠意励む所存です．今後とも，ご指導・ご鞭撻のほど，

何卒よろしくお願い致します． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学大臣表彰 
若手科学者賞を受賞して 

 

大森 俊宏 

 

東北大学大学院 

ファインメカニクス専攻 

助教 

 

この度，日本機械学会からの推薦により令和 4 年度文部

科学大臣表彰若手科学者賞を賜ることができました．ご推

薦くださったバイオエンジニアリング部門関係者の皆様，

および日本機械学会表彰部会の皆様に心よりお礼申し上

げます．今回受賞できましたのは部門講演会を通じて熱い

ご指導を頂きました先生方のお力添えや，苦楽を共にした

同僚，学生の皆さんのご支援とご協力のおかげであり，深

く感謝しております． 

 今回，賞を頂いた内容は「流体運動によって発現する細

胞の生体機能に関する研究」です．私は細胞運動によって

生じる流体運動と生体機能との関わりに興味があり研究

を行っています．精子集団遊泳による自己組織化や走流性

の獲得，初期胚における左右対称性の破れなど，細胞や細

胞集団が巧みに流れを利用する様を示したことが評価さ

れたものと思います．この様な研究に進むキッカケとなっ

たのは学生時代に山口隆美先生にお会いしたことです．バ

イオメカニクスという分野に初めて触れた当時学部 3 年

生の私は，こんな研究分野があるのかと衝撃を受けたこと

を覚えています．以来，東北大山口先生の研究室で学士，

修士，博士と学生時代を過ごしました．在学時の研究室に

は，和田成生先生(現大阪大学)，坪田健一先生(現千葉大学)，

中村匡徳先生(現名古屋工業大学)，石川拓司先生，今井陽

介先生(現神戸大学)らが在籍しており，世界の第一線でご

活躍されている先生方に研究のイロハを教えてもらうと

いう贅沢な時間を与えて頂きました．当時の研究内容は

「赤血球の計算モデルの構築」で，修士まで計算が頻繁に

発散して全く成果が出ていませんでした．よくこれで博士

に進学しようと思ったなと今振り返れば思います．そのよ

うな状況でも見捨てず指導を続けてくださり，何とか博士

号を取得することができました． 

卒業後は，石川拓司先生に拾って頂きまして，現在も同研

究室でお世話になっております．最近は，研究内容がアク

ティブマターへと少しシフトし，精子やバクテリア，繊毛

虫など，自らの運動器官で遊泳する細胞の運動解析を行っ

ています．積極的で優秀な学生達にも恵まれ，あーでもな

いこーでもないと言いながら楽しく研究させてもらってい

ます．そんな矢先 2018 年 4 月バイオ部門に「若手による次

世代戦略委員会」が発足し，私も委員会の一員として携わ

ることができました．同年代の先生達と互いの身の上や研

究内容について話し合い，部門内外の知人が増えたことは

貴重な財産になっています．紙面を借りて少し宣伝させて

もらうと次世代委員会が企画する「出藍会(しゅつらんかい)

イベント」は，気持ちが若手ならどなたでも参加自由です

(たまに年齢制限を設ける時もありますが．．．)．面白い企画

目白押しですので皆様ぜひお気軽にご参加ください． 

これまでの研究全てが順風満帆というわけには行きませ

んでしたが，その度に誰かに支えられ何とかやっていると
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いう印象です．いい出会いがあり人に恵まれていたなと感

じます．そのような出会いの場を提供してくれた部門や，

粘り強い指導を続けて下さった諸先生方，研究を共にして

くれる学生の皆様に改めて感謝申し上げます．今後もトラ

イアンドエラーを含めて楽しめるような研究室の雰囲気

作りと心の余裕を持って日々の研究を進めて行きたいと

思います． 
 

日本機械学会若手優秀講演フェロー賞受賞者一覧 

第 32 回バイオフロンティア講演会（2022 年 1 月 12 日～

13 日） 

篠原 雅侑（慶應義塾大学） 

『脱細胞化肝臓内における類洞スケールの血管形成を促

進する培養液流量条件の検討』 

白井 愛理（電気通信大学） 

『新型植込み型骨導補聴器の性能評価』 

鈴木 孝祐（名古屋工業大学） 

『前大脳動脈/嗅覚動脈接合部における脳動脈瘤の発生機

序解明を目的とした血管組織内力学場の定量解析』 

住平 航（大阪大学） 

『患者個別に適切な底背屈剛性を有する短下肢装具形状

のトポロジー最適設計』 

丁 詩航（大阪大学） 

『反射干渉顕微鏡を応用した微小物体の絶対計測』 

松井 栞里（慶應義塾大学） 

『肝内胆管がんオルガノイドと内皮細胞の三次元共培養

モデルにおける腫瘍成長機序の検討』 
 

WCB-JSME 表彰 

赤池 麻実（熊本大学） 

『Measurement of brain pressure in mouse embryos using a 

microfluidic device』 

齋藤 匠（大阪大学） 

『New strategies for analyzing the spatial distribution of 

mechanical and chemical properties of individual cells』 

石塚 辰郎（慶應義塾大学） 

『An inward leaning of the sprinter's trunk with oscillation 

during the approach phase to the curved path in sprint 

running』 

竹田 宏典（神戸大学） 

『Numerical investigation of mechanical effects of cellular 

proliferation and migration on tissue folding』 

矢野 瑞菜（山形大学） 

『Beating behavior of cardiomyocytes cultured with 

supplementation of docosahexaenoic acid or arachidonic 

acid』 

森川 健太郎（京都大学） 

『Estimation of the distribution of area expansion rates in 

epithelial morphogenesis with Markov chain Monte Carlo 

methods』 
 

2021 年度日本機械学会賞受賞者一覧（バイオエンジ

ニアリング部門関連分） 

・日本機械学会賞（技術功績） 

空間知能化による人間ロボット協調システムの研究開発 

水川 真（芝浦工業大学 名誉教授） 

・日本機械学会賞（論文） 

培養骨格筋をアクチュエータとした泳動ロボットの作製 

日本機械学会論文集第 86 巻 890 号（2020年 10月掲載）,  

20-00180 

松下 和磨（東京大学） 

森本 雄矢（東京大学） 

竹内 昌治（東京大学） 
 

Optimizing simulation of deficient limb’s strokes in freestyle 

for swimmers with unilateral transradial deficiency 

Journal of Biomechanical Science and Engineering 第 15 巻 

1 号（2020 年 3 月掲載）, 19-00467 

中島 求 （東京工業大学） 

髙橋 良輔（オリンパス（株）） 

岸本 太一（東京都立足立特別支援学校（現 日本パラ 

水泳連盟）） 
 

Biomechanical analysis of the mechanical environment of  

the cell nucleus in serum starvation-induced vascular smooth  

muscle cell differentiation 

Journal of Biomechanical Science and Engineering 

第 14 巻 4 号（2019 年 12 月掲載）, 19-00364 

長山 和亮（茨城大学） 

 

・日本機械学会奨励賞（研究） 

ナノスケール直接観察による水の気液界面挙動の研究 

塘 陽子（九州大学） 

非線形波動変調に基づく接触型損傷検出の研究  

田中 昂（滋賀県立大学） 

力学的負荷によるリン脂質二重膜破断の分子機序の研究  

重松 大輝（大阪大学） 

感光性複合材料を用いたマイクロデバイスの研究  

中原 佐（山口大学） 

 

2022 年度バイオエンジニアリング部門＜功績賞，

業績賞，瀬口賞＞候補者の募集 

本部門ではバイオエンジニアリング分野における研究，

教育，技術の発展を図るため，功績賞，業績賞，瀬口賞と

いう 3 種類の部門賞を設けています．本年度の部門賞の候

補者を下記の要領で募集いたします．多数のご応募をお願

い申し上げます．  

１．対象となる業績及び受賞者の資格 

・功績賞：部門に関連する学術，教育，出版，国際交流

などの分野で当部門の発展に寄与した個人に贈られる．受

賞者は原則として日本機械学会会員とする．  

・業績賞：前年度末までに発表されたバイオエンジニア

リング関連の研究及び技術の中で優秀と認められる業績

を挙げた個人に贈られる．受賞者は原則として日本機械学

会会員とする．  

・瀬口賞：本部門の創設に尽力された故瀬口靖幸博士

（元大阪大学教授）のご功績を記念して設けられた，若手

研究者に対する賞であり，前年度末までに発表された研究

の中で優秀と認められ，かつ今後バイオエンジニアリング

部門の発展に寄与することが期待される個人に贈られる．

受賞者は原則として日本機械学会会員とし，研究発表時に

35 歳以下とする． 

２．表彰方法及び時期 

選賞委員会において審査のうえ，第 35 回バイオエンジ
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ニアリング講演会において表彰する．  

３．募集方法 

公募によるものとし，自薦，他薦いずれも可とする．  

４．提出書類 

・功績賞 

自薦の場合： (1)応募書［A4 判用紙 1 枚に，①応募者

氏名・略歴，②応募者所属・職または身分・連絡先を明記

したもの］，(2)応募の基礎となる業績リスト及び 800 字程

度の業績概要 

他薦の場合： (1)推薦書［A4 判用紙 1 枚に，①推薦者氏

名，②推薦者所属・連絡先，③被推薦者氏名・略歴，④被

推薦者所属・職または身分・連絡先，⑤400 字程度の推薦

理由を明記したもの］，(2)推薦の基礎となる業績リスト． 

・業績賞，瀬口賞 

自薦の場合：(1)応募書［A4 判用紙 1 枚に，①応募者氏

名・略歴（瀬口賞の場合は生年月日を明記），②応募者所

属・職または身分・連絡先を明記したもの］，(2)応募の基

礎となる研究業績リスト及び 800 字程度（瀬口賞の場合は

400 字程度）の業績概要，(3)同リスト中の主要論文の別刷

またはコピー（4 点以内）． 

他薦の場合： (1)推薦書［A4 判用紙 1 枚に，①推薦者氏

名，②推薦者所属・連絡先，③被推薦者氏名・略歴（瀬口

賞の場合は生年月日を明記），④被推薦者所属・職または

身分・連絡先，⑤200 字程度の推薦理由を明記したもの］，

(2)推薦の基礎となる研究業績リスト及び 800 字程度（瀬

口賞の場合は 400 字程度）の業績概要，(3)同リスト中の主

要論文の別刷またはコピー（4 点以内）． 

いずれの場合も PDF 化した書類，資料をまとめて電子的に

提出することを推奨しています． 

５．提出締切日  2022 年 12 月 19 日（月） 

６．提出先    bio@jsme.or.jp 

（参考郵送先）〒162-0814 東京都新宿区新小川町４番１号 

KDX 飯田橋スクエア２階／日本機械学会バイオエンジ

ニアリング部門宛／電話 03-4335-7610（代表） 

７．問合せ先  バイオエンジニアリング部門総務委員長

／長山 和亮（茨城大学）／電話 0294-38-5213／E-mail  

kazuaki.nagayama.bio@vc.ibaraki.ac.jp 

 

 

８．４ 企画委員会だより 
 

企画委員会委員長  岩崎 清隆（早稲田大学） 

 同幹事   田原 大輔（龍谷大学）  

2021〜2022 年度の活動を報告させていただきます． 

１．活動報告（2021 年 8 月～2022 年 6 月） 

（１）2021 年度年次大会  

2021 年度年次大会が 2021 年 9 月 5 日（日）〜8 日（水）

に，Web 講演会（当初の開催予定地は千葉大学西千葉キャ

ンパス）として開催されました．2020 年から続くコロナ禍

で，2020 年度の機械学会年次大会に引き続き， Web 講演

会として実施されました．長引くコロナ禍でも，部門横断・

連携オーガナイズドセッションの企画が精力的に行われ，

活発な議論の場が設けられました．バイオエンジニアリン

グ部門では，合同オーガナイズドセッション 12 件（バイ

オエンジニアリング，流体工学，マイクロ･ナノ工学，熱

工学，ロボティクス･メカトロニクス，材料力学，機械材

料・材料加工，スポーツ・ヒューマンダイナミクス，情報・

知能・精密機器，医工学テクノロジー推進会議，機械力学･

計測制御，計算力学，機素潤滑設計），ワークショップ 1 件

（医工学テクノロジー推進会議，機械力学･計測制御，流

体工学，計算力学，バイオエンジニアリング，ロボティク

ス・メカトロニクス，情報・知能・精密機器，材料力学，

熱工学，マイクロ・ナノ工学，機素潤滑設計）を企画し，

オンライン上での活発な大会の運営に貢献しました．また，

日本循環器学会と日本機械学会のジョイントワークショ

ップとして，「循環器疾患の治療デバイス・治療法の進展

と工学への期待」というセッションを医工学テクノロジー

推進会議として企画・実行することに貢献しました． 

（２）講習会 

「筋骨格モデルによるバイオメカニクス解析入門」と題

した本バイオエンジニアリング部門とスポーツ工学・ヒ

ューマンダイナミクス部門主催の講習会が，2021 年 9 月

10 日（金）にオンラインで開催されました．筋骨格モデル

を扱うバイオメカニクス分野の専門家とモデリングシス

テムを扱う企業のエンジニアの合計 5 名による講義（一

部，実習を含む）が実施されました．一方，2019 年度まで

定期的に開催されてきた「次世代診断治療支援のための血

流シミュレーション～基礎理論編～」，「次世代診断治療支

援のための血流シミュレーション～実践編～」，「有限要素

法による骨のバイオメカニクス解析入門～基礎理論から

臨床応用まで～」の講習会は，コロナ禍で 2020 年度に引

き続き，2021 年度中の開催も見送られました．  

２．実施計画（2022 年 7 月～） 

（１）2022 年度年次大会 

2022 年度年次大会は 2022 年 9 月 11 日（日）～14 日

（水）に開催予定です．バイオエンジニアリング部門は以

下の企画を担当します． 

(a) 部門横断・連携オーガナイズドセッション（12 件） 

・ ライフサポート（バイオエンジニアリング部門，機械力学・

計測制御部門，機素潤滑設計部門，技術と社会部門，ロボテ

ィクス・メカトロニクス部門） 

・ 流体工学とバイオエンジニアリング（バイオエンジニ

アリング部門，流体工学部門） 

・ 衝撃波・超音波の医療・産業応用とその現象解明（バイ

オエンジニアリング部門，流体工学部門，機械力学・計

測制御部門） 

・ 傷害メカニズムと予防（バイオエンジニアリング部門，

スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス部門） 

・ マイクロ・ナノ工学とバイオエンジニアリング（バイオ

エンジニアリング部門，マイクロ・ナノ工学部門，ロボ

ティクス・メカトロニクス部門） 

・ バイオマテリアルおよび細胞/組織のプロセス・力学・

強度（バイオエンジニアリング部門，材料力学部門，機

械材料・材料加工部門） 

・ ロボットの感覚・制御・学習（ロボティクス・メカトロ

ニクス部門，情報・知能・精密機器部門，バイオエンジ

ニアリング部門） 

・ 医療・健康・福祉のためのセンシングおよびロボティク

ス（情報・知能・精密機器部門，ロボティクス・メカト

ロニクス部門，バイオエンジニアリング部門） 
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・ 機械工学に基づく細胞アッセイ技術（マイクロ・ナノ工

学部門，バイオエンジニアリング部門，ロボティクス・

メカトロニクス部門，流体工学部門，熱工学部門） 

・ 感性・癒し工学（スポーツ工学・ヒューマンダイナミク

ス部門，バイオエンジニアリング部門） 

・ スポーツ流体（スポーツ工学・ヒューマンダイナミクス

部門，流体工学部門，バイオエンジニアリング部門） 

・ 医工学テクノロジーによる医療福祉機器開発（医工学

テクノロジー推進会議，機械力学・計測制御部門，流体

工学部門，計算力学部門，バイオエンジニアリング部門，

ロボティクス・メカトロニクス部門，情報・知能・精密

機器部門，材料力学部門，熱工学部門，マイクロ・ナノ

工学部門，機素潤滑設計部門） 

(b) 部門単独オーガナイズドセッション（1 件） 

・ セルメカニクスとその再生医療・組織工学応用（バイオエン

ジニアリング） 

（２）バイオサロン 

状況を注視しつつ，オンラインでの実施を含めて企画予定． 

（３）共催・担当行事 

・LIFE2022 

本大会 LIFE は，3 学会（ライフサポート学会，日本生

活支援工学会，日本機械学会）で合同開催する学術集会で

す．2022 年度は，2022 年 8 月 19 日（金）～21（日）にオ

ンラインで開催されます．第 37 回ライフサポート学会大

会，第 21 回日本生活支援工学会大会，日本機械学会 福祉

工学シンポジウム 2022 の連合大会として実施予定です． 

（４）2023 年度年次大会 

2023 年度年次大会は，2023 年 9 月 3 日（日）～6 日（水）

に東京都立大学で開催されます．現在，様々な企画を考え

ておりますので，皆様の積極的なご参加とご協力をお願い

いたします．なお，他部門からの要請を受けてオーガナイ

ズドセッション・ワークショップ・市民フォーラム等を企

画される場合は，企画委員会まで御連絡ください． 

<<連絡先> >   

岩崎清隆（早稲田大学）iwasaki@waseda.jp 

田原大輔（龍谷大学）datawara@rins.ryukoku.ac.jp 

 

 

８．５ 国際委員会だより 
 

国際委員会委員長 山西 陽子（九州大学） 

 同幹事 下權谷 祐児（日本大学） 

国際委員会は，国際会議の企画・実行，国際会議実行委員

会の組織編成，諸外国学会連絡窓口・海外渉外折衝を目的と

して設置されております．本年度は委員長・山西陽子（九州

大学），幹事・下權谷祐児（日本大学），委員・石川拓司（東

北大学），委員・武石直樹（大阪大学）の 4 名で担当してお

ります．当委員会の担当事項について報告いたします． 

バイオフロンティア・シンポジウム（Biofrontier 

Symposium）：本シンポジウムの目的はネイティブスピー

カーによる英語講演に慣れ親しむ機会を日本の学生や若

手研究者に提供することであり，バイオフロンティア講演

会と併催する形で 2009 年から行われてきました．2022 年

1 月の第 32 回バイオフロンティア講演会（オンライン）

の会期中に開催したバイオフロンティア・シンポジウム

2021 はこれまでと少し趣向を変え，熊本大学の Armando 

T. Quitain 先生より“English Presentation Skills Workshop for 

Early-Career Researchers”と題した実践的なワークショッ

プを行って頂きました．次回は第 33 回バイオフロンティ

ア講演会（2022 年 12 月 17 日-18 日，神戸）にあわせて開

催を予定しております．学生および若手研究者に積極的に

参加するようお勧めください． 

日韓ジョイントシンポジウム（ Japan-Korea Joint 

Symposium）：本ジョイントシンポジウムの目的は日本機

械学会バイオエンジニアリング部門と韓国機械学会バイ

オエンジニアリング部門（KSME Bioengineering Division）

の間で連携と研究交流を深めることであり，2013 年に

MOU（覚書）が取り交わされました．これにより，毎年ど

ちらかの国で継続的に日韓ジョイントシンポジウムを開

催することとなりました．これまで 2015 年 5 月の KSME 

Bioengineering Division Spring Conference（釜山，韓国），

2016 年 1 月の第 28 回バイオエンジニアリング講演会（東

京），2017 年 4 月の KSME Bioengineering Division Spring 

Conference（大田，韓国），2018 年 12 月の第 31 回バイオ

エンジニアリング講演会（郡山），2019 年 4 月の KSME 

Bioengineering Division Spring Conference（釜山，韓国），

2021 年 9 月の日本機械学会 2021 年度年次大会（オンライ

ン）のそれぞれの会期中にジョイントシンポジウム／ジョ

イントセッションが開催されてきました．2022 年度につ

いても計画を進めております．今後も引き続き日韓両部門

の連携にご協力をお願いいたします． 

バイオメカニクス世界会議（World Congress of 

Biomechanics）：本会議は，世界中のバイオメカニクス研究

者が集う場として 4 年おきに開催されています．2014 年 7 月

の第 7 回会議（アメリカ），2018 年 7 月の第 8 回会議（アイ

ルランド）に続き，第 9 回会議は 2022 年 7 月 10 日-14 日に

台湾の台北国際会議センターで開催されました．この中でバ

イオエンジニアリング部門から”JSME-BED Outstanding 

Young Researcher Presentation”セッションを企画し，公募を経

て選出した若手講演者 6 名に対して表彰を行いました． 

アジア太平洋バイオメカニクス連合（Asian-Pacific 

Association for Biomechanics, 略称 APAB）：APAB はアジ

ア太平洋地域を世界のバイオメカニクス研究における第 3

の極とすべく結成された組織で，その公式会議としてアジ

ア太平洋バイオメカニクス会議（Asian-Pacific Conference on 

Biomechanics）が位置付けられています．Treasurer は石川先

生（東北大学）が務められております．2015 年 9 月の第 8

回会議（札幌），2017 年 7 月の第 9 回会議（オーストラリ

ア），2019 年 11 月の第 10 回会議（台湾），2021 年 12 月の

第 11 回会議（京都）に続き，次回は 2023 年 11 月 16 日-19

日に Kuala Lumpur Convention Centre（マレーシア）で開催

予定です．積極的なご参加をお願いいたします． 

スイス -日本バイオメカニクスワークショップ

（Switzerland-Japan Workshop on Biomechanics）：本

ワークショップは，スイスと日本の間のバイオメカニクス

分野における研究交流の促進を目的として 2001 年から始

まりました．2017 年 9 月にスイスのツェルマットで開催

された第 5 回会議に引き続き，第 6 回会議（6th Japan-

Switzerland Workshop on Biomechanics）は 2023 年 8 月 29

日-9 月 1 日に函館大沼プリンスホテルで開催予定です． 

Summer Biomechanics, Bioengineering, and 
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Biotransport Conference (SB3C)：本会議は，特にアメリ

カ国内のバイオエンジニアリング研究者が集う場として，

毎年 6 月にアメリカで開催されます．本会議の特徴は，国

内で活躍する新進気鋭の研究者による受賞講演（Woo & 

Nerem Award lectures, Lissner Award Lecture, Fung & Mow 

Award lectures）に加え，Student Paper Competition における

学生表彰がある点にあります．アメリカだけでなく，イギ

リスを始めとするヨーロッパ諸国からの参加者も多いこ

とから，非常に広いコミュニティーの構築の場としてだけ

ではなく，未来の研究者を encourage する場でもあります．

本年度（アメリカ現地時刻 6 月 20 日-23 日に実施）は，完

全オンラインで実施した過去 2 年間とは異なり，対面での

発表を重視したハイブリット開催（開催場所：メリーラン

ド州 Hyatt Regency Chesapeake Bay Resort）となりました．

参加人数は 836 名，ポスター発表件数は 227 件で，昨年の

完全オンライン開催に比べるとどちらの数も減少してい

ます．オンラインによる視聴は，Whova というスマートフ

ォン／タブレット専用のアプリケーションで可能ですが，

現地での対面発表を重視していることもあり，全ての発表

を収録ビデオとして視聴できるわけではありませんでし

た．日本人による発表件数は共著も含めわずか 3 件に留ま

っており，来年度以降の積極的な参加を期待したいです．

来年度の SB3C の開催地と日程は，国際委員会より追って

ご連絡いたします． 

 

 

８．６ 国際英文ジャーナルだより 
 

ＪＢＳＥ編集委員会委員長 

石川 拓司（東北大学） 

同幹事 大橋 俊朗（北海道大学） 

同幹事 坪田 健一（千葉大学） 

同幹事 中島  求（東京工業大学） 

同幹事 出口 真次（大阪大学） 

同幹事 井上 康博（京都大学） 

同幹事 須藤  亮（慶應義塾大学） 

 

 

 

 

 

 バイオエンジニアリング部門英文ジャーナル Journal of 

Biomechanical Science and Engineering（JBSE）は，2006 年

秋の創刊から 17 年目を迎え，国際的な学術雑誌への発展

を目指して，引き続き編集・広報活動を行っております． 

 2021 年（Vol. 16）には，小特集号として 2 号，一般号と

して 2 号を発刊し，合計 20 編の論文が掲載されました． 

○ No. 1: 一般号 5 編 

○ No. 2: 小特集号：Showcase of researches from JSME, 

KSB, and TSB 5 編 

○ No. 3: 小特集号：Showcase of researches from JSME, 

KSB, and TSB (continued) 5 編 

○ No. 4: 一般号 5 編 

 

JBSE は ， Asian-Pacific Association for Biomechanics

（APAB），Korean Society of Biomechanics（KSB），および

Taiwanese Society of Biomechanics（TSB）のオフィシャル

ジャーナルに採用され，国際的な学術雑誌としての位置付

けを強固にしています．2021 年には，KSB および TSB と

の連携を強化するために企画した小特集号“Showcase of 

researches from JSME, KSB, and TSB”を 2 号にわたって刊

行いたしました． 

2022 年 1 月より JBSE の HP が http://www.jbse.org/から

J-STAGE に完全移行いたしました．掲載された論文は，J-

STAGE の HP（https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jbse/），ま

たは，部門 HP（http://www.jsme.or.jp/bio/）のリンクからご

覧いただけます． 

JBSE では，2010 年より Papers of the Year および Graphics 

of the Year の表彰を行っており，6 月に福岡で開催された

バイオエンジニアリング講演会において表彰式を行いま

した． 

2021 年の Papers of the Year は，以下の 2 編の論文を表

彰いたしました． 

Jiro SAKAMOTO, Takanori CHIHARA, Tomonari AZUMA, 

Toshiyasu KINARI, Satoshi KITAYAMA, Mitsugu KIMIZU, 

Hiroyuki HASEBE, Daisuke MORI, Bioinspired cane 

desing and production using braiding technology, Vol.16, 

No.1, Paper No. 20-00402 (2021).  

Michio MURAKOSHI, Hiroshi WADA, Analysis of membrane 

structure of the inner ear motor protein prestin by force 

spectroscopy, Vol.16, No.3, Paper No. 21-00125 (2021). 

 2021 年の Graphics of the Year は，以下の 2 編の論文の画

像を表彰いたしました． 

Kao-Shang SHIH, Ching-Chi HSU, Ting-Wei LIN, Kuan-Ting 

HUANG, Sheng-Mou HOU, Biomechanical evaluation of 

different hallux valgus treatment with plate fixations using 

single first metatarsal bone model and musculoskeletal lower 

extremity model, Vol.16, No.2, Paper No. 21-00073 (2021). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Hironori TAKEDA, Yoshitaka KAMEO, Takahiro 

YAMAGUCHI, Kazunori NAKAJIMA, Taiji ADACHI, 

Cerebellar foliation via non-uniform cell accumulation 

caused by fiber-guided migration of granular cells, Vol.16, 

No.1, Paper No. 20-00516 (2021). 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.jbse.org/
https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jbse/
http://www.jsme.or.jp/bio/
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2021年の年間 20編の論文掲載数はやや少ない傾向にあ

りました．バイオエンジニアリング部門の会員の皆様方に

おかれましては，JBSE を最新の研究成果発表の場として

積極的にご活用いただきますよう，論文のご投稿ならびに

査読のご協力を宜しくお願い申し上げます． 
 

《連絡先》 

石川 拓司（東北大学）t.ishikawa@tohoku.ac.jp 

大橋 俊朗（北海道大学）ohashi@eng.hokudai.ac.jp 

坪田 健一（千葉大学）tsubota@faculty.chiba-u.jp 

中島  求（東京工業大学）motomu@sc.e.titech.ac.jp 

出口 真次（大阪大学）deguchi@me.es.osaka-u.ac.jp 

井上 康博（京都大学）inoue.yasuhiro.4n@kyoto-u.ac.jp 

須藤  亮（慶應義塾大学）sudo@sd.keio.ac.jp 

 

 

８．７ 次世代委員会だより 
 

若手による次世代戦略委員会委員長 

         大谷 智仁（大阪大学） 

同幹事 倉元 昭季（東京工業大学） 

 若手による次世代戦略委員会は，バイオエンジニアリング

部門における若手研究者・技術者・大学院生の交流の活性化，

相互補助，新たな研究分野の開拓，部門運営に関する若手から

の提言をまとめることなどを目的として，2018 年度に発足し

ました．当部門に所属する 38 歳以下の若手研究者を中心に構

成される「出藍会」の代表として活動しています．本年度は，

委員長・大谷智仁（大阪大学）を筆頭に，幹事・倉元昭季（東

京工業大学），委員・荒平高章（九州情報大学），安西眸（東北

大学），石田駿一（神戸大学），上杉薫（茨城大学），門脇廉（長

野工業高等専門学校），キム ジョンヒョン（名古屋大学），照

月大悟（東北大学），ニックス ステファニー（岩手県立大学），

森脇健司（弘前大学），山下忠紘（慶應義塾大学）の 12名に加

え，アドバイザリーボードとして，前幹事の亀尾佳貴先生（京

都大学）にも参画いただいております． 

 当委員会は，主な企画として「若手講演交流会」と「出藍

会総会」を主催しております．本稿では，昨年度に行われま

した両企画の模様に加え，新しいオンライン企画として実施

した「出藍（であい）ラジオ」についても紹介いたします． 

出藍（であい）ラジオ：2021 年 5 月から 8 月まで，金曜日の

夕方に，隔週で出藍ラジオと題したZoom オンライン配信（1

時間）を全 6回実施しました．次世代委員会のメンバーがメイ

ンパーソナリティとなり，リスナーの部門会員の皆様から頂

いたお便りをもとに，BE 部門の若手研究者によるバーチャル

研究室見学や，これまでの教育・研究のノウハウの紹介を，気

さくな雰囲気の対話形式で配信しました．コロナ禍で人と人

との直接のコミュニケーションが難しいなか，学会での交流

活動を少しでも回復すべく，学生会員から中堅層の先生方ま

で，様々な世代にわたり，毎回 20～30 名にご参加いただくこ

とができました．週末の夕方に，お疲れの皆様にとって気晴ら

しになりつつ，お互いの刺激になる放送を通じ，部門メンバー

間の精神的な距離を近づけられたのではと思います． 

特別講演会 出藍セミナーシリーズ：出藍ラジオに続くオンラ

イン企画第 2 弾として，2021 年 10 月から 2022 年 1 月まで，

全 6回の出藍セミナーシリーズを実施しました．BE 部門内外

の多様な専門分野の先生をお招きし，ご自身の研究をわかり

やすく解説していただきました．本セミナーシリーズ独自の

新たな取り組みとして，講師の先生によるご講演の後，当委員

会のメンバーとの座談会を設け，教育や研究について様々な

観点から議論を深めました．参加者から事前に募集した質問

と，Zoom でのリアルタイムな質問を交えながらの議論は，毎

回のように白熱し，予定時間を超過することもしばしばでし

た．シリーズを通し，のべ 277名の方にご参加いただき，分野

や世代を超えた新たな出会いを提供できたことと思います． 

第４回出藍会総会：第 32 回バイオフロンティア講演会（2022

年 1月 12日～13 日，オンライン開催，名古屋工業大学取りま

とめ）におきまして，第４回出藍会総会を実施しました．大学

の研究者として異色のキャリアを歩んで来られたオケヨ ケ

ネディ先生（京都大学）と今井陽介先生（神戸大学）を講師に

お招きし，先生方のキャリアパスをご紹介頂くとともに，教育

や研究にかける先生方の熱い想いをご教示いただきました．

また，講演会実行委員の先生方のご尽力で，oVice にて大々的

な会場をご用意いただき，全世代の先生方に参加頂け，大変盛

会となりました． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 若手による次世代戦略委員会では，コロナ禍でも様々な企画

を通じて，出藍会（BE部門若年層）だけでなく，中堅・シニア

層を含む幅広い世代の人的交流の場を設け，本部門の活性化に

貢献したいと考えています．夏以降には，部門の内外から講師

の先生方をお招きしてのオンライン討論会や，バイオフロンテ

ィア講演会での総会企画を計画中です．当委員会の取り組みは，

出藍会Facebookでも，随時，情報発信してまいりますので是非

ご覧下さい（https://www.facebook.com/JSME.BEdiv.YoungAssoc/）．

企画に際して，特に若年層の部門会員の皆様の積極的なご参加

をお待ちしています． 

 

<<連絡先>> 

大谷 智仁（大阪大学） otani.tomohiro.es@osaka-u.ac.jp 

倉元 昭季（東京工業大学） kuramoto.a.aa@m.titech.ac.jp 

荒平 高章（九州情報大学） arahira@kiis.ac.jp 

安西 眸（東北大学） hitomi.anzai.b5@tohoku.ac.jp 

石田 駿一（神戸大学） ishida@mech.kobe-u.ac.jp 

上杉 薫（茨城大学）kaoru.uesugi.biomech@vc.ibaraki.ac.jp 

門脇 廉（長野工業高等専門学校） 

 r_kadowaki@nagano-nct.ac.jp 

キム ジョンヒョン（名古屋大学） jkim@nagoya-u.jp 

照月 大悟（東北大学） daigo.terutsuki.a7@tohoku.ac.jp 

ニックス ステファニー（岩手県立大学） 

 nix_s@iwate-pu.ac.jp 

森脇 健司（弘前大学） moriwaki@hirosaki-u.ac.jp 

山下 忠紘（慶應義塾大学） yamashita@sd.keio.ac.jp  

第４回出藍会総会の様子 

https://www.facebook.com/JSME.BEdiv.YoungAssoc/
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９．分科会・研究会活動報 
 
制御と情報研究会 

主査：太田 信 （東北大学） 

幹事：船本 健一（東北大学）        

本研究会は，制御と情報分野の成果を生体研究に応用す

るための研究調査を行っている．2021 年度は，3 名の講師

を招いてオンラインによる講演会を行った． 

 

講演会（共催：東北大学流体科学研究所 健康・福祉・医

療クラスター） 

日時：2022 年 1 月 18 日（火）15:00～17:00 

場所：オンライン（Zoom Webinar） 

参加者：26 名 

講師：北岡 裕子（東京農工大学 工学部生体医用システム

工学科 客員教授） 

講演内容：「流体力学にもとづいた臨床呼吸機能検査の再

構築」 

講師：安西 眸（東北大学 流体科学研究所 助教） 

講演内容：「オイラー液膜モデルを用いた下気道壁面から

の微小飛沫生成シミュレーション」 

講師：石井 琢郎（東北大学 学際科学フロンティア研究所 

助教） 

講演内容：「超音波ベクターフローイメージングによる排

尿流動態の可視化」 

 

≪連絡先≫ 

東北大学 流体科学研究所 

船本 健一 

〒980-8577 宮城県仙台市青葉区片平 2-1-1 

TEL: 022-217-5878; E-mail: funamoto@tohoku.ac.jp 

 

計測と力学一生体への応用一研究会 

主査：大橋 俊朗（北海道大学） 

         幹事：東藤 正浩（北海道大学） 

 2021 年度は新型コロナウイルス感染拡大のため講演会

活動の実施ができませんでした． 

 

生体機能の解明とその応用に関する研究会 

主査：中村 匡徳（名古屋工業大学） 

       幹事：氏原 嘉洋（名古屋工業大学） 

2021 年度には講演会を 3 回開催しました．今後も活発

な活動を続けられますよう，皆様方のご参加・ご支援をお

願い申し上げます． 

 

第 55 回研究会 

日時  : 2021 年 7 月 30 日（月）13：30〜15：00 

場所  : 名古屋工業大学 

共催  : 名古屋工業大学 先端医用物理・情報工学研究セ

ンター 

演題  : Microfluidics for cell mechanobiology of 

chondrocytes and atherosclerosis 

講師  : Sangjin Ryu (University of Nebraska–Lincoln) 

第 56 回研究会 

日時  : 2021 年 10 月 12 日（火） 

場所  : Web 開催 

主催  : 名古屋工業大学 先端医用物理・情報工学研究セ

ンター 

演題  : Workshop on SAR and Bioheat Equation 

講師  : Ilkka Laakso (Aalto University) 

第 57 回研究会 

日時  : 2021 年 11 月 11 日（木） 

場所  : Web 開催 

主催  : 名古屋工業大学 先端医用物理・情報工学研究セ

ンター 

演題  : Difference of exposure restrictions between new 

IEEE C95.1 standard and ICNIRP guidelines 

講師  : 平田 晃正（教授，名古屋工業大学） 
 

《連絡先》 

名古屋工業大学 おもひ領域  

氏原 嘉洋 

〒466-8555 愛知県名古屋市昭和区御器所町 

TEL: 052-735-5120; E-mail: ujihara.yoshihiro@nitech.ac.jp 

 

生物機械システム研究会 

           主査：出口 真次（大阪大学） 

           幹事：大友 涼子（関西大学） 

生物は，その個体・臓器などのマクロと言えるレベルか

ら細胞・分子などのミクロと言えるレベルに至るまで，

様々な階層スケールにおいて環境適応的に振る舞う能力

を備えている．環境への適応能力は，一般的な「機械」に

はない，生物特有の機能と言える．この優れた機能を実現

する生物のシステムを理解し，その知識に基づきひいては

新しい機械の設計指針・原理の提案へと結びつけることが

できれば意義深い．そこで生物と機械の両システムの相

違・類似性について理解を深めるべく，本会では2021年度

において下記の1回の研究会を開催した．2021年度はZoom

を用いて対面・オンラインからなるハイブリッド開催となった．  
 

第54回研究会 

日時：2021年10月15日（金）10:45-11:45 

場所：Zoomによるオンライン開催と大阪大学基礎工学部

における現地開催 

講演者・講演題目： 

10:45-11:45 Taeyoon KIM (テヨン・キム) 

Associate Professor, Weldon School of Biomedical Engineering, 

Purdue University 

Visiting Associate Professor, Institute for Frontier Life and 

Medical Sciences, Kyoto University 

京都大学ウイルス・再生医科学研究所, 客員准教授 

題目：Reconstructing the Mechanical and Dynamic Behaviors 

of Cells in Silico 
 

《連絡先》 

関西大学システム理工学部 機械工学科 

大友涼子 

Tel: 06-6368-1988; -mail: otomo@kansai-u.ac.jp 
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傷害バイオメカニクス研究会 

主査：松井 靖浩（交通安全環境研究所）  

幹事：一杉 正仁（滋賀医科大学） 

幹事：槇  徹雄（東京都市大学） 

幹事：朝日 龍介（マツダ株式会社） 

本研究会は, 工学及び医学の両面から外傷のメカニズムを

検討し, 効果的な予防策について情報交換を行っている. 本

年度は研究会活動として，主催研究会を1 回開催した（コロ

ナウイルス拡散防止のため, Zoomによるオンライン開催）． 

主催研究会として，第22回傷害バイオメカニクス研究会を

下記の要領で実施した．研究会では，これまでの自動車安全

評価の歴史と今後の予定を内容とした特別講演があり, 様々

な視点から考察する車両乗員の傷害を主なテーマとして衝突

前の乗員姿勢変化や衝突後の傷害発生メカニズム, 大型車

からミニカーまで幅広く話題提供された．講演後には活発な

情報交換が行われ, さまざまな問題点について議論された．  

 

第22回傷害バイオメカニクス研究会 

日 時：2022 年 2 月 10 日（木）13：30〜16：10 

会 場：Zoomによるオンライン開催 

参加者：59 名 

 

内 容： 

1. 特別講演 

「自動車安全性能(JNCAP)とトヨタの安全対策」 

縄田 雄美（トヨタ自動車株式会社） 

2. 一般講演 1 

「実験計画法による自動車衝突前の乗員挙動に対する

誤差因子の影響評価」 

桐山 一郎, 岡澤 重信（山梨大学）, 山内 一矢,  

小島 宏介（マツダ株式会社） 

3. 一般講演 2 

「人体モデルによる肝臓損傷基準の開発」 

井田 等（豊田合成株式会社） 

4. 一般講演 3 

「滋賀県における大型車死亡事故の実態」 

長門 鈴，一杉 正仁（滋賀医科大学） 

5. 一般講演 4 

「ミニカーの対普通乗用自動車前面衝突時における衝突

安全性に関する研究」 

藤井 大地, 寺沢 健太（東京都市大学大学院）,   

大賀 涼（科学警察研究所）,  

    櫻井 俊彰，杉町 敏之，槇 徹雄（東京都市大学） 

 

なお，本研究会は令和4年度も継続することとなり，会員

各位の御参加をお願いしたい． 

 

《連絡先》 

マツダ株式会社 

朝日 龍介 

〒730-8670 広島県安芸郡府中町新地3-1 

TEL: 070-7577-0428 

FAX: 082-287-5127  

E-mail: asahi.r@mazda.co.jp 

 

頭部外傷症例解析研究会 

主査：中楯 浩康（信州大学） 

幹事：松井 靖浩（交通環境安全研究所） 

幹事：張  月琳（上智大学） 

幹事：林  成人（順心神戸病院） 

頭部外傷はこれまでになく大きな社会問題になってき

ています．特に脳震盪など身近に起こり得る見過ごされや

すい症状も，繰り返すと重症化することが指摘され，米ナ

ショナルフットボールリーグ（NFL）が，アメリカンフッ

トボールで発生した脳震盪と慢性外傷性脳症（CTE）に因

果関係があることを初めて公式に認めたことも背景とな

っています．また，頭部外傷事故の後遺症として高次脳機

能障害にも大きな課題が残されています． 

本研究会は，「個々の症例を幅広い専門分野から多角的

に解析する」という研究会設置時の初心を忘れずに，ご提

供いただいている頭部外傷症例の事故の再現や脳内力学

応答の計算を基に，法医学，工学，理学，リハビリテーシ

ョン学など，多角的な討論を行うと共に，世界の研究動向

等も視野に入れながら，幅広い情報交換と活発な活動を行

っていきたいと考えています． 

2021 年度は，新型コロナウイルス感染拡大の影響で講

演会は開催できませんでしたが，今後どのような活動を行

っていくべきかを関係の皆様と話し合う場を設けました．

次年度以降の更なる研究会の発展に活かしたいと思いま

す．引き続きどうぞ宜しくお願い申し上げます． 

 

頭部外傷症例解析研究会～今後の活動について 

日 時：2021 年 10 月 27 日（水）14:30～16:30 

会 場：信州大学繊維学部 H 棟 307 室 

参加者：11 名 

 

≪連絡先≫ 

信州大学 繊維学部 機械・ロボット学科 

バイオエンジニアリングコース 

中楯 浩康 

〒386-8567 長野県上田市常田 3-15-1 

Email: nakadate@shinshu-u.ac.jp 

Tel: 0268-21-5609 

 

脳神経血管内治療に関する医工学連携研究会 

主査：太田  信（東北大学） 

幹事：高嶋 一登（九州工業大学） 

本研究会は，バイオエンジニアリング部門と日本脳神経

血管内治療学会とが，脳血管，血流，さらに医療機器の研

究を通して，低侵襲治療の発展に貢献することを目的に

2016 年に発足しました．2021 年度は，以下のシンポジウ

ム，研究会を実施しました． 

 

第 37回日本脳神経血管内治療学会学術総会（JSNET2021）

でのシンポジウム「医工連携講座～四人四色のとってお

きトーク～」 

今年度も埼玉医科大学・庄島正明先生にご尽力頂き，日

本脳神経血管内治療学会学術総会でシンポジウムを実施

しました．今年度は，日本の脳血管内治療のリーダーの 1
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人でもある坂井先生をはじめ，4 人の先生方に以下のテー

マで発表して頂きました． 

 

日 時：2021 年 11 月 26 日（金）10:20～12:20 

会 場：福岡国際会議場／WEB 併催（ハイブリッド） 

座長： 

坂井 信幸（神戸市立医療センター 中央市民病院） 

庄島 正明（埼玉医科大学 総合医療センター） 

高嶋 一登（九州工業大学） 

プログラム： 

MS-1 出口戦略を見据えた機器開発 

坂井 信幸（神戸市立医療センター 中央市民病院 脳

神経外科） 

MS-2 フィルムセンサによるカテーテル・血管接触界面

の圧力分布モニタリング手法の開発 

森脇 健司（弘前大学 理工学部 機械科学科） 

MS-3 血流 CFD の課題と展望 

水藤 寛（東北大学 材料科学高等研究所） 

MS-4 医工融合により実現する新しい治療支援デバイ

ス・治療環境 

正宗 賢（東京女子医科大学 先端生命医科学研究所） 

 

研究会 

日 時：2022 年 3 月 24 日（木）15:30～17:00 

会 場：オンライン（Zoom） 

参加者：27 名 

プログラム： 

開会の挨拶・研究会の紹介 

太田 信（東北大学 流体科学研究所・研究会主査） 

講演 1「造影超音波の臨床応用」 

森 菜緒子（東北大学病院 放射線診断科） 

講演 2「脳血管の数値流体力学解析」 

中山 敏男（奈良工業高等専門学校 電子制御工学科） 
 

その他，ICFD2021（2021 年 10 月 27 日（水）～29 日

（金），オンライン）での OS の企画や，ソフトバイオ研

究会 2021（2021 年 11 月 16 日（火）～18 日（木），カレッ

ジプラザおよびアルヴェ）の協賛もしました． 

会員の皆様におかれましては，随時ご提案やご要望など

主査・幹事へお気軽にご連絡下さい． 
 

《連絡先》 

九州工業大学 大学院生命体工学研究科 

高嶋 一登 

〒808-0196 福岡県北九州市若松区ひびきの 2-4 

TEL: 093-695-6030; E-mail: ktakashima@life.kyutech.ac.jp 
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１０．部門組織 

 

運営委員会 
部 門 長  工藤   奨（九州大学） 
副部門長  中西  義孝（熊本大学） 
幹  事  出口  真次（大阪大学） 
運営委員  石川  拓司（東北大学） 

 伊藤  安海（山梨大学） 
 今井  陽介（神戸大学） 
 岩崎  清隆（早稲田大学） 
 小川  淳夫（（株）松本義肢製作所） 
 大木  順司（山口大学） 
 大谷  智仁（大阪大学） 
 大塚  雄市（長岡技術科学大学） 
 大友  涼子（関西大学） 
 加瀬  篤志（富山大学） 
 菊地  謙次（東北大学） 
 倉元  昭季（東京工業大学） 
 坂井  伸朗（九州工業大学） 
 坂元  尚哉（東京都立大学） 
 下權谷 祐児（日本大学） 
 須藤   亮（慶應義塾大学） 
 世良  俊博（九州大学） 
 田原  大輔（龍谷大学） 
 塚本  雄貴（日機装（株）） 
 坪田  健一（千葉大学） 
 東藤  正浩（北海道大学） 
 中村  匡徳（名古屋工業大学） 
 長山  和亮（茨城大学） 
 前田 英次郎（名古屋大学） 
 牧  功一郎（京都大学） 
 宮崎  祐介（東京工業大学） 
 宮田  昌悟（慶應義塾大学） 
 山子   剛（宮崎大学） 
 山西  陽子（九州大学） 
 山本   衛（近畿大学） 

 
代 議 員（運営委員会構成員以外） 

 白石  俊彦（横浜国立大学） 
 前川   純（テルモ（株）） 
 正本  和人（電気通信大学） 
 松本  貴彦（（株）リコー） 
 三好  洋美（東京都立大学） 
 葭仲   潔（産業技術総合研究所） 
 石本  志高（秋田県立大学） 
 赤澤  康史（兵庫県社会福祉事業団総合 

リハビリテーションセンター） 
 亀尾  佳貴（京都大学） 
 田村  篤敬（鳥取大学） 
 小林  公一（新潟大学） 
 

アドバイザリーボード 
 松本  健郎（名古屋大学） 
 藤江  裕道（東京都立大学） 
 大島  まり（東京大学） 
 和田  成生（大阪大学） 
 坂本  二郎（金沢大学） 
 日垣  秀彦（九州産業大学） 
 玉川  雅章（九州工業大学） 
 片岡  則之（日本大学） 
 安達  泰治（京都大学） 
 西田  正浩（産業技術総合研究所） 

 
シニアアドバイザー 

 阿部  博之（（公社）日本工学アカデミー 
         名誉会長） 
 立石  哲也（産業技術総合研究所） 
 赤松   映明（一般財団法人ファジィシス 
  テム研究所） 

 大場  謙吉（大場ＢＭＥＩ研究教育事務所） 
 清水  優史（東京工業大学名誉教授） 
 谷下  一夫（日本医工ものづくりコモンズ） 
 佐藤  正明（東北大学） 
 田中  英一（名古屋大学名誉教授） 
 原   利昭（新潟大学名誉教授） 
 村上  輝夫（九州大学名誉教授） 
 山口  隆美（東北大学名誉教授） 
 高久田 和夫（東京医科歯科大学名誉教授） 
 山根  隆志（産業技術総合研究所） 
 但野   茂（函館工業専門学校） 
 牛田 多加志（東京大学） 
 田中  正夫（香川高等専門学校） 
 山本  憲隆（立命館大学） 

 
総務委員会 
委員長  長山  和亮（茨城大学） 
幹 事   前田 英次郎（名古屋大学） 
委 員  小原  弘道（東京都立大学） 
 
企画委員会 

委員長   岩崎  清隆（早稲田大学） 
幹 事   田原  大輔（龍谷大学） 
委 員  中村  匡徳（名古屋工業大学：技術ロード 
   マップ委員会担当・BE部門講 
   習会担当・日本循環器学会担当） 

 加瀬  篤志（富山大学：年次大会 2022 担当） 
 小池  卓二（電気通信大学：技術ロード 
  マップ委員会担当） 
 中西  義孝（熊本大学：技術ロードマップ 
  委員会担当・LIFE 担当） 
 寺島 正二郎（新潟工科大学：技術ロード 
  マップ委員会担当・LIFE 担当） 
 宮田  昌悟（慶應義塾大学：会員増強担当） 
 内藤   尚（金沢大学：LIFE 担当） 
内貴   猛（岡山理科大学：生体医工学 
 サマースクール担当） 

 八木  高伸（早稲田大学：BE 部門講習会 
  担当） 
 太田   信（東北大学：BE 部門講習会担当） 
 山本  創太（芝浦工業大学：BE 部門講習 
  会担当・LIFE 担当） 
 東藤   貢（九州大学：BE部門講習会担当） 
 坂元  尚哉（東京都立大学：年次大会 2023 
  担当） 

 
広報委員会 
委員長  中村  匡徳（名古屋工業大学） 
幹 事  牧  功一郎（京都大学） 
委 員  宮川  泰明（弘前大学） 

 重松  大輝（大阪大学） 
 迫田  大輔（産業技術総合研究所） 
 キム ジョンヒョン（名古屋大学） 

 
国際委員会 
委員長  山西  陽子（九州大学） 
幹 事  下權谷 祐児（日本大学） 
委 員  石川  拓司（東北大学） 

 武石  直樹（大阪大学） 
 
若手による次世代戦略委員会 
委員長 大谷  智仁（大阪大学） 
幹 事  倉元  昭季（東京工業大学） 
委 員  荒平  高章（九州情報大学） 

 安西   眸（東北大学） 
 石田  駿一（神戸大学） 
 上杉   薫（茨城大学） 
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 門脇 廉（長野工業高等専門学校） 
 キム ジョンヒョン（名古屋大学） 
 照月 大悟（東北大学） 
 ニックス ステファニー（岩手県立大学） 
 森脇 健司（弘前大学） 
 山下 忠紘（慶應義塾大学） 

 
部門ジャーナル編集委員会 
委員長  石川 拓司（東北大学） 
幹 事   出口 真次（大阪大学） 

 井上 康博（京都大学） 
 中島 求（東京工業大学） 
 大橋 俊朗（北海道大学） 
 須藤 亮（慶應義塾大学） 
 坪田 健一（千葉大学） 

委 員  藤崎 和弘（弘前大学） 
 比嘉 昌（兵庫県立大学） 
 片岡 則之（日本大学） 
 桐山 善守（工学院大学） 
 小林 俊一（信州大学） 
 越山 顕一朗（徳島大学） 
 藏田 耕作（九州大学） 
 宮崎 祐介（東京工業大学） 
 三好 洋美（東京都立大学） 
 村越 道生（金沢大学） 
 内藤 尚（金沢大学） 
 中村 匡徳（名古屋工業大学） 
 小原 弘道（東京都立大学） 
 オケヨ ケネディ（京都大学） 
 佐伯 壮一（名城大学） 
 世良 俊博（九州大学） 
 杉田 修啓（名古屋工業大学） 
 田原 大輔（龍谷大学） 
 築谷 朋典（国立循環器病研究センター） 
 山西 陽子（九州大学） 
 

広報担当委員 
 前田 英次郎（名古屋大学） 
 中田 敏是（千葉大学） 
 佐藤 克也（徳島大学） 

Editor-in-Chief Emeritus 
 安達 泰治（京都大学） 

 牛田 多加志（東京大学） 
Advisory Board 

 日垣 秀彦（九州産業大学） 
 松本 健郎（名古屋大学） 
 和田 成生（大阪大学）  

Senior Advisory Board 
 原 利昭（新潟大学名誉教授） 
 村上 輝夫（九州大学名誉教授） 
 佐藤 正明（東北大学） 
 但野 茂（函館工業専門学校） 
 高久田 和夫（東京医科歯科大学名誉教授） 
 田中 英一（名古屋大学名誉教授） 
 田中 正夫（香川高等専門学校） 
 谷下 一夫（日本医工ものづくりコモンズ） 
 和田 仁（東北大学名誉教授） 
 山口 隆美（東北大学名誉教授） 
 

第 34 回バイオエンジニアリング講演会実行委員会 
委員長   工藤 奨（九州大学） 
幹 事   世良 俊博（九州大学） 
委 員  荒田 純平（九州大学） 

 荒平 高章（九州情報大学） 
 井嶋 博之（九州大学） 
 木戸秋 悟（九州大学） 
 藏田 耕作（九州大学） 
 佐久間 臣耶（九州大学） 
 佐々木 沙織（九州大学） 
 澤江 義則（九州大学） 
 髙松   洋（九州大学） 
 田中   賢（九州大学） 
 東藤   貢（九州大学） 
 鳥取 直友（九州大学） 
 野上 大史（九州大学） 
 黄   文敬（九州大学） 
 水本   博（九州大学） 
 山西 陽子（九州大学） 
 鶴屋 奈央（鹿児島大学） 
 

 
第 33 回バイオフロンティア講演会実行委員会 
委員長  今井 陽介（神戸大学） 
幹 事  石田 駿一（神戸大学） 
委 員  竹田 宏典（神戸大学） 
  松永 大樹（大阪大学） 
  大谷 智仁（大阪大学） 
  武石 直樹（大阪大学） 
  重松 大輝（大阪大学） 
  亀尾 佳貴（京都大学） 
  牧 功一郎（京都大学） 
 
 
 
 
事務局 曽根原（日本機械学会 総務グループ） 
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部門メーリングリストのご案内 
バイオエンジニアリング部門では，会員間の自由な情報

交換による部門の活性化を図るため，本部門登録者を対

象とした「日本機械学会バイオエンジニアリング部門

メーリングリスト（以下，部門 ML）」を 1995 年 2 月よ

り運用しています．ぜひ部門 ML をご活用下さい． 

登録方法 

owner-bio-mc@jsme.or.jp へ部門 ML 登録希望の旨メール

をお送りください．部門広報委員会担当者にて登録いた

します．2016 年度までの登録方法とは異なりますのでご

注意ください． 

登録アドレスの変更方法・脱退方法 

部門MLに登録されているメールアドレスが所属変更等

で変更になった場合，既にご登録されているアドレスお

よび新規登録アドレスをowner-bio-mc@jsme.or.jpまでご

連絡ください．また，脱退の希望についても，ご登録さ

れているアドレスを添えてお知らせ下さい． 

メールの投稿方法 

bio-mc@jsme.or.jp へメールを送ると登録者全員に配信

されます．

注意事項 

・この ML に参加しないことで情報が不利になることは

ありません． 

・良識をもって使用して下さい．不適当な場合には利用

を遠慮して頂くこともあります． 

・非営利活動とします． 

・個人的な話し合いには使用しないで下さい． 

・1 件あたり 40KB（約 2 万の全角文字）までとなりま

す．添付ファイルはご利用頂けません．40KB を超えた

場合，管理者から送信者へ配送失敗の旨御連絡いたしま

す． 

・他部門への配信には学会インフォメーションメールを

ご利用下さい．その際，下記事項を管理者までお知らせ

下さい． 

宛先：owner-bio-mc@jsme.or.jp 

件名：他部門への配信希望 

本文：1.題目 2.配信希望部門(本部門+4 部門以下) 

3.本文(2000 文字以下，添付ファイル不可) 

・ 過 去 の 配 信 記 事 は ， ア ー カ イ ブ

（https://www.jsme.or.jp/bio/html/ml_archive.html）よりご

確認いただけます． 

その他，ご意見・ご不明な点ありましたら owner-bio-

mc@jsme.or.jp までご連絡下さい． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記  

バイオエンジニアリング部門 Newsletter No.51 を無事

に発行することができました． 

お忙しい中，原稿執筆にご協力頂いた先生方，ならびに

企業の方々に厚く御礼申し上げます． 

ご意見，ご要望などございましたら，遠慮無く広報委員

までお寄せ頂ければ幸いです．部門活動についての最新情

報は部門 HP（リニューアルしました！！）で入手できま

す（https://www.jsme.or.jp/bio/）．是非，ご活用ください． 

次年度に向けて，バイオメカニクス川柳を募集しており

ます．これぞという一句がございましたら，広報委員まで

ご一報ください．匿名の場合は，秘密厳守いたします． 
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